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寛
文
二
年
刊
の
『
為
人
紗
』
（
十
巻
十
冊
）
は
百
八
段
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
賊

文
の
末
尾
に
は
「
誠
乎
古
之
学
者
為
己
、
今
之
学
者
為
人
、
因
名
為
人
紗
／
拠

（
注
１
）

筆
於
苦
甜
斎
守
株
床
」
と
の
記
載
が
あ
っ
て
、
『
論
語
』
憲
問
篇
の
「
古
之
学
者

為
己
、
今
之
学
者
為
人
」
に
拠
っ
て
書
名
と
し
た
こ
と
と
著
者
を
知
り
得
る
が
、

「
苦
甜
斎
」
と
は
何
人
で
あ
る
の
か
は
未
詳
で
あ
る
。
延
宝
三
年
、
天
和
元
年

の
書
籍
目
録
に
は
こ
の
作
品
を
「
儒
書
」
の
部
に
載
せ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の

シ
ヨ
ク
ジ
ユ

成
立
に
つ
い
て
著
者
は
序
に
、
同
国
の
名
あ
る
「
俗
儒
」
に
学
び
、
そ
の
折
々

シ
テ
イ
ザ
カ
ク
ワ
カ
ン
セ
イ
ダ
ン
ホ
ン
ゴ
ウ
ラ

の
「
師
弟
座
客
」
の
「
和
漢
」
に
わ
た
る
「
清
談
ヲ
。
反
古
ノ
裏
二
書
ア
ッ
メ
。

シ
ン
ユ
ウ

…
チ
リ
失
ヌ
ヤ
ウ
ニ
シ
テ
」
置
中
に
蔵
し
て
い
た
の
を
、
「
心
友
」
の
勧
め
に
従

セ
イ
シ
ヨ

い
、
「
清
書
」
し
て
成
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
著
者
は
ま
た
賊
文
に
、
著
者
で

あ
る
「
予
」
と
「
客
」
と
の
対
話
の
形
式
を
借
り
て
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て

い
る
の
で
あ
る
。

客
日
、
観
此
冊
子
…
記
倭
漢
故
事
何
為
也
乎
、
日
、
同
邑
有
心
友
記
、
日

域
名
将
之
旧
事
而
入
巾
笥
深
秘
焉
、
間
當
籟
貸
其
害
抜
其
話
、
且
、
混
雑

干
素
聞
之
漢
語
而
分
為
五
巻
也

こ
の
記
述
に
従
え
ば
、
「
倭
漢
故
事
」
の
中
の
「
日
域
名
将
之
旧
事
」
の
記
述
は

「
為
人
紗
』
の
典
拠
に
つ
い
て

＊

「
心
友
」
の
述
作
か
ら
の
抜
き
書
き
で
あ
り
、
著
者
自
身
の
記
述
は
、
こ
れ
に

書
き
足
し
た
「
素
聞
之
漢
語
」
の
部
分
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
作
品
の

成
立
に
関
し
て
の
序
の
記
述
と
は
右
の
賊
文
の
記
述
は
合
致
し
な
い
。
実
は
、

序
の
記
述
は
慶
安
元
年
京
都
の
林
甚
右
衛
門
刊
行
の
宋
の
羅
大
経
の
随
筆
『
鶴

林
玉
露
』
三
集
各
六
巻
（
四
庫
全
書
で
は
雑
説
に
分
類
す
る
）
の
次
の
序
の
記

述
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

シ
テ
シ
ム
コ
ト
ヒ
ピ
ニ
ト

ス

ノ
ニ
ハ
ト
シ
テ
シ

余
間
ｌ
居
無
し
螢
。
日
與
レ
客
清
Ｊ
談
鶴
ｌ
林
之
下
一
。
或
欣
ｌ
然
會
レ

ニ
ハ
ト
シ
テ
ス
ヲ
チ
シ
テ
ヲ
セ
ヲ
シ
テ
ス
ヲ
テ

心
。
或
幌
ｌ
然
興
し
懐
。
諏
令
二
童
ｌ
子
筆
ワ
之
。
久
而
成
し
編
。
因
日
ニ

ト
シ

シ
ゲ
シ

カ
フ
シ
カ
（
注
２
）

鶴
林
玉
露
一
。
蓋
清
ｌ
談
玉
ｌ
露
蕃
。
杜
少
陵
之
句
云
レ
爾
・

こ
の
事
実
は
、
右
の
践
文
の
「
予
」
の
答
え
が
作
品
の
成
立
の
事
情
に
関
し
て

の
率
直
な
表
明
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
と
す
れ
ば
、

序
の
記
述
は
い
か
に
解
す
べ
き
で
あ
る
の
か
。
そ
の
解
答
の
ヒ
ン
ト
は
こ
の
作

品
の
各
段
の
冒
頭
句
に
見
出
せ
る
。
各
段
は
「
昔
、
智
ア
ル
人
ノ
云
ル
ハ
・
」
の

シ
テ
イ
ザ
カ
ク
ワ
カ
ン

冒
頭
句
で
始
ま
る
。
こ
の
冒
頭
句
は
序
の
「
師
弟
座
客
」
の
「
和
漢
」
に
わ
た

セ
イ
ダ
ン

る
「
清
談
」
を
書
き
留
め
た
と
い
、
フ
記
述
と
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

意
味
し
、
さ
ら
に
、
こ
の
冒
頭
句
が
『
可
笑
記
』
の
「
む
か
し
さ
る
人
の
い
へ

る
は
」
と
使
っ
た
各
段
の
冒
頭
句
を
踏
襲
し
た
事
実
を
指
摘
で
き
、
そ
し
て
例

三
浦
邦
夫

（
平
成
７
年
ｎ
月
別
日
受
理
）
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え
ば
、
巻
第
一
の
第
十
段
、
同
巻
の
第
十
一
段
が
『
可
笑
記
』
に
依
拠
し
て
書

か
れ
て
い
る
事
実
、
ま
た
、
『
徒
然
草
』
に
依
拠
し
た
記
述
を
指
摘
し
得
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
『
鶴
林
玉
露
』
に
倣
っ
た
随
筆
の
執
筆
を
意
図
し
た
と
と
も
に
、
ま

た
日
本
の
『
徒
然
草
』
や
『
可
笑
記
』
の
系
統
に
も
属
す
る
作
品
の
形
成
を
も

著
者
は
意
図
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
１
以
上
の
こ
と
に
関
し
て
は
別
に
論

（
注
３
）

じ
た
か
ら
、
詳
説
は
そ
れ
に
譲
る
と
し
て
Ｉ
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
作
品
は
「
儒

書
」
と
規
定
す
る
よ
り
、
随
筆
と
規
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
著
者
が
書
き
足
し
た
と
言
う
「
素
聞
之
漢
語
」
の
記
述
中
に
は
、
例

ク
ハ
シ
力
ウ
キ
ヤ
ウ
タ
イ
ギ
ミ

え
ば
、
「
委
ク
ハ
孝
経
大
義
二
見
エ
タ
リ
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
元
の
董
鼎
が
朱

子
の
『
孝
経
刊
誤
』
を
注
釈
し
た
『
孝
経
大
義
』
に
依
拠
し
て
の
巻
第
一
の
第

一
「
孝
行
之
弁
」
の
孝
を
説
く
記
述
、
李
氏
朝
鮮
の
国
初
の
儒
者
陽
村
権
近
の

『
入
学
図
説
』
後
集
所
収
の
陽
村
注
釈
「
三
峯
先
生
心
気
理
篇
」
に
依
拠
し
て

の
巻
第
三
の
第
一
「
理
気
之
弁
」
で
の
心
気
論
の
記
述
が
含
ま
れ
て
お
り
、
あ

る
い
は
ま
た
、
『
三
国
志
演
義
』
か
ら
の
長
文
に
及
ぶ
引
用
が
５
段
も
あ
っ
て
注

ド
ウ

ウ
チ
ム

意
を
引
く
。
こ
の
中
に
は
、
巻
第
四
の
第
六
に
、
「
初
学
ノ
童
」
の
「
有
智
無
智

三
十
里
、
卜
謂
ル
事
ハ
如
何
ナ
ル
タ
ト
ヘ
ニ
テ
侍
ル
ヤ
」
の
問
い
に
答
え
て
の
、

『
三
国
志
演
義
』
第
七
十
二
回
「
諸
葛
亮
智
も
て
漢
中
を
取
る
」
中
の
、
曹
蛾

の
碑
文
の
意
味
を
、
曹
操
は
、
そ
の
碑
か
ら
三
十
里
行
き
過
ぎ
て
悟
り
、
楊
脩

は
即
時
に
悟
っ
た
、
と
す
る
逸
話
が
載
る
。
し
か
し
、
『
三
国
志
演
義
』
は
こ
の

逸
話
を
「
有
智
無
智
三
十
里
」
の
故
事
と
し
て
は
扱
っ
て
は
い
な
い
。
『
世
話
新

語
』
の
捷
悟
篇
に
も
載
る
が
、
や
は
り
「
有
智
無
智
三
十
里
」
の
文
字
を
見
る

こ
と
は
で
き
ず
、
「
有
智
無
智
三
十
里
」
の
故
事
と
し
て
扱
っ
た
の
は
『
蒙
求
』

の
「
楊
脩
捷
対
」
で
あ
る
。
著
者
は
『
蒙
求
』
所
載
の
「
有
智
無
智
三
十
里
」

の
故
事
を
、
そ
の
内
容
は
『
三
国
志
演
義
」
に
依
拠
し
て
記
述
し
た
の
で
あ
っ

た
。
著
者
の
『
蒙
求
』
依
拠
の
事
実
は
、
３
の
項
の
巻
第
九
の
第
一
の
冒
頭
に

お
け
る
、
窓
下
に
蛍
を
聚
め
て
愛
で
る
庵
主
を
心
友
が
車
胤
蛍
火
の
下
に
害
を

学
ぶ
の
故
事
を
引
い
て
評
し
た
次
の
記
述
に
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
。

シ
ヤ
イ
ン

マ
ッ
シ
ウ
ケ
イ
ク
ハ
ア
ッ
メ
ト
モ
シ
ヒ

ヒ
カ
リ

昔
ノ
車
胤
ト
云
シ
モ
ノ
ハ
・
家
貧
シ
テ
、
蛍
火
ヲ
聚
テ
燈
ト
シ
。
其
耀
ヲ

々
〆
ヨ便

リ
テ
、
書
ヲ
学
タ
リ
、
ト
、
聞
シ
ガ
。
…

『
世
説
新
語
』
識
零
の
車
胤
の
父
の
逸
話
の
注
に
は
『
続
晋
陽
秋
』
か
ら
の
車

胤
蛍
火
の
下
に
害
を
学
ぶ
を
含
む
記
事
を
載
せ
、
『
蒙
求
』
所
載
の
「
車
胤
聚
蛍
」

の
「
家
貧
不
二
常
得
Ｆ
油
、
夏
月
則
練
襄
盛
二
数
十
蛍
火
一
、
以
照
レ
害
、
以
レ
夜
継

（
注
４
）
ケ
イ
ク
ハ
ア
ッ
メ

レ
曰
焉
」
と
同
文
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
巻
第
九
の
第
一
の
「
蛍
火
ヲ
聚
テ
」
の

「
聚
」
の
一
宇
の
使
用
は
『
蒙
求
』
の
「
車
胤
聚
蛍
」
の
「
聚
」
に
拠
る
も
の

で
あ
る
に
違
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
著
者
が
書
き
足
し
た
「
素
聞

之
漢
語
」
の
部
分
に
つ
い
て
、
別
稿
に
お
い
て
十
分
に
触
れ
得
な
か
っ
た
、
そ

の
補
説
及
び
典
拠
の
補
遺
を
目
的
と
し
て
い
る
。

１
、
『
鶴
林
玉
露
』
に
依
拠
し
た
段

前
述
の
よ
う
に
、
「
鶴
林
玉
露
』
は
作
品
成
立
の
直
接
的
な
契
機
と
し
て
働
い

て
い
る
。
著
者
が
『
鶴
林
玉
露
』
の
記
述
に
依
拠
す
る
こ
と
は
、
当
然
、
作
品

形
成
に
と
っ
て
有
意
味
の
営
為
で
あ
る
。
序
以
外
の
そ
の
依
拠
の
具
体
的
な
様

相
を
指
摘
す
る
。

○
巻
第
一
の
第
十
三
「
風
俗
専
要
之
弁
」

ヘ
ウ
ザ
ン
コ
ホ
リ
マ
ュ

昔
、
智
ア
ル
人
ノ
云
ル
ハ
、
氷
蚕
ハ
。
氷
ヲ
食
テ
繭
ヲ
作
レ
バ
・
寒
キ
事

ク
ハ
ソ
ク
ハ
リ
シ
ュ
ッ
シ
ヤ
ウ

ア
ツ

レ
ウ
チ
ウ

ヲ
知
ズ
。
火
鼠
ハ
・
火
裏
二
出
生
ス
レ
バ
・
熱
キ
事
ヲ
知
ズ
。
蓼
虫
ハ
。
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々
琴
プ

シ
ツ
ソ
フ
ン
ス
イ

蓼
ヲ
ハ
ミ
ヌ
ル
虫
ナ
レ
バ
・
別
ノ
味
ヲ
知
事
ナ
シ
。
卿
蛆
ハ
・
糞
水
二
生

ク
サ

ズ
オ
ホ
エ

シ
ヌ
レ
バ
・
臭
キ
事
ヲ
不
し
覚
。

ハ
サ
ム
キ
ヲ
ハ
ア
ッ
キ
ヲ
ハ
ニ
カ
キ
ヲ
ハ
ク
サ
キ
ヲ

氷
慧
不
し
知
し
寒
。
火
鼠
不
し
知
し
熱
。
蓼
塁
不
し
知
し
苦
。
卿
蛆
不
し
知
し
臭
。

含
鶴
林
玉
露
」
巻
十
五
、
四
塁
）

○
巻
第
一
の
第
十
四
「
学
者
養
性
之
弁
」

コ
ウ
メ
イ
セ
ン

性
昔
。
公
明
宣
ト
云
者
。
曾
子
ニ
学
テ
。
三
年
マ
テ
書
ヲ
不
し
読
、
時
、
曾

ソ
ウ
シ
ン

子
ノ
曰
。
明
宣
、
曾
参
ガ
門
下
二
居
事
三
年
。
イ
マ
ダ
不
し
学
事
ハ
、
何
ソ

ウ
タ
カ
ハ

ヤ
、
ト
、
疑
レ
ヶ
レ
バ
・
明
宣
対
テ
曰
。
我
、
何
ソ
不
し
学
卜
云
事
ヤ
有
ベシ

ツ

キ
。
曾
子
ノ
、
親
二
仕
ヘ
テ
孝
行
ナ
ル
事
ハ
、
申
モ
猶
オ
ロ
カ
ナ
リ
。
叱

夕
コ
ヱ
イ
タ
マ
カ
ッ
テ
イ
タ
ニ
フ
ケ
ン
パ
ニ
ヨ
ロ
コ
ン

吃
ノ
声
ノ
未
三
嘗
至
二
於
犬
馬
一
ヲ
見
テ
・
我
、
ヒ
ソ
カ
ニ
、
コ
レ
ヲ
、
説
デ
。

サ
ル

イ
マ
タ
ア
タ

ヒ
ン
カ
ク

ケ
ウ
ケ
イ
ケ
ン
ヤ
ク

イ
サ
サ
カ

学
ベ
ト
モ
未
し
能
。
曾
子
ノ
、
賓
客
二
交
ル
ー
・
恭
敬
倹
約
ニ
シ
テ
。
肌

ス

オ
コ
タ

惰
リ
給
ハ
ザ
ル
ヲ
見
テ
。
我
、
コ
レ
ヲ
、
ョ
ロ
コ
ン
デ
。
学
ベ
ド
モ
未
し
能
。

テ
ウ
テ
イ

ノ
ゾ
ン
ソ
コ
ナ
ヤ
ブ

曾
子
ノ
、
朝
廷
二
居
給
フ
ヲ
見
ル
ー
・
下
ヲ
臨
テ
、
穀
上
傷
ラ
サ
ル
ヲ
見

イ
カ
デ

テ
。
我
、
是
ヲ
ョ
ロ
コ
ン
デ
。
学
ベ
ド
モ
未
能
。
我
、
不
レ
学
シ
テ
、
争
力

三
年
マ
デ
。
曾
子
ノ
門
下
二
居
ン
ヤ
、
ト
、
イ
ヘ
リ
。

一
一

マ
↓
ア
ニ

ヲ

リ

ー
ー

公
明
宣
學
二
於
曽
子
一
・
三
年
不
し
読
レ
書
。
、
曽
子
日
。
宣
居
二
参
之
門
一
・

マ
デ
ル
コ
ト

ソ
ヤ
テ
ソ
テ
ン
ヒ
ル
ニ
ノ
ル
ヲ

三
年
不
し
學
。
何
也
。
對
日
。
安
敢
不
し
學
。
宣
見
二
夫
ｌ
子
居
レ
親

一
一

ノ

テ
ラ

ニ
ヨ
ロ
コ
フ
ヲ
テ

ク
セ
ル
ニ

ー
庭
。
叱
陀
之
聲
。
未
三
嘗
至
二
於
犬
馬
一
・
宣
説
し
之
。
學
而
未
し
能
。
宣
見
ニ

ノ
．
ス
ル
ヲ
ニ

シ
テ

セ

ー
ブ
一
ア

夫
ｌ
子
之
應
レ
賓
ｌ
客
。
恭
敬
而
不
二
僻
惰
一
。
宣
説
し
之
。
學
而
未
し
能
。

ル
ニ

ノ
ル
ヲ

ニ
テ
ヲ

セ

ヲ
テ

宣
見
二
夫
ｌ
子
之
居
二
朝
ｌ
廷
一
・
臨
レ
下
而
不
二
穀
ｌ
傷
一
・
宣
説
し
之
。
學
而

ソ
テ
シ
テ
ヒ
シ
テ
ラ
ン

ノ
ニ
ヤ

未
し
能
。
宣
安
敢
不
レ
學
。
而
居
二
夫
ｌ
子
之
門
一
乎
。
含
鶴
林
玉
露
』
巻
十

七
、
請
書
）

モ
ッ
ハ
ラ
ニ
ス
ル
ケ
イ
ヲ

○
巻
第
一
の
第
二
十
「
専
し
敬
之
弁
」

ヱ
イ
レ
イ
コ
ウ
フ
ジ
ン
ナ
ン
シ
ヨ
シ
ッ
カ

昔
、
智
ア
ル
人
ノ
云
ル
ハ
、
衛
ノ
霊
公
。
夫
人
南
子
ト
。
夜
ル
静
二
坐
シ

ヲ
ト
リ
ン
ヒ
ピ
キ
ケ
ッ

ニ
ハ
カ

テ
居
給
フ
時
。
車
ノ
音
、
鱗
々
卜
響
テ
。
閾
門
二
至
テ
。
其
響
、
俄
二
止

テ
。
又
声
ア
ル
ヲ
聞
テ
。
霊
公
ハ
・
南
子
二
向
テ
。
問
給
フ
。
此
車
二
乗

ス
グ

キ
ヨ
ハ
ク

テ
過
ル
者
ヲ
（
・
誰
ト
カ
思
、
ト
、
ア
レ
バ
・
南
子
、
答
テ
曰
。
是
渥
伯

ギ
ョ
ク

玉
ナ
ラ
ン
。
霊
公
ノ
曰
、
何
ヲ
以
、
是
ヲ
知
レ
リ
ヤ
。
南
子
ノ
曰
。
公
門

ホ
ト
リ

ノ
辺
ニ
テ
。
車
ョ
リ
。
オ
リ
ヌ
ル
事
。
礼
二
見
エ
タ
リ
。
マ
コ
ト
ニ
、
撞

カ
ミ
ツ
カ
フ
マ

ケ
イ

伯
玉
ハ
・
衛
ノ
賢
大
夫
也
。
仁
ニ
シ
テ
、
智
ア
リ
。
上
二
事
ツ
ル
ニ
、
敬

モ
ツ
ハ
ラ

ア
ン
マ
イ

イ
サ
サ
カ
ハ
イ

ヲ
専
ト
ス
。
故
二
、
君
ノ
見
給
ハ
ヌ
。
暗
昧
ノ
処
ト
テ
モ
。
柳
、
礼
ヲ
廃

ル

ツ
カ

ス
ル
事
ナ
シ
。
．
、
ヲ
以
知
、
ト
、
ア
レ
バ
・
霊
公
、
人
ヲ
使
ハ
シ
テ
、

ハ
タ

見
セ
タ
マ
ヘ
バ
・
果
シ
テ
。
痩
伯
玉
ナ
リ
。
サ
レ
バ
、
君
ニ
ッ
カ
へ
奉
ラ

マ
ヘ
ウ
シ
ロ

ツ
ト

ヨ
ウ

ン
者
ハ
・
主
君
ノ
前
後
ナ
ク
敬
テ
勤
ム
ベ
キ
者
也
。
中
庸
二
曰
。
君
子
之

ロ
ノ
ル
ラ
フ
ハ
ソ
レ
タ
ダ
ヒ
ト
ノ
ト
コ
ロ
カ
ル
ミ

所
し
不
し
可
レ
及
者
其
唯
人
之
所
し
不
し
見
乎
。

ノ
ト

シ
テ
ク

ト
シ
テ
テ
ニ
リ
テ
ヲ

衛
霊
公
與
二
夫
人
一
夜
坐
。
聞
二
車
ｌ
聲
鱗
ｌ
々
・
至
レ
閾
而
止
。
過
し
關
復

ル
ヲ

一
ア
ニ

ル
ス
ル
コ
ト
ヲ
ト
カ

ノ
レ
ナ
ラ
ン

有
諺
聲
。
公
問
し
夫
ｌ
人
日
。
知
二
此
爲
Ｆ
誰
。
夫
ｌ
人
日
。
此
蓮
伯
玉
・

ノ
ヲ
力
ル
ヲ

ノ

ク
ニ
リ

ニ
ス

ー
ー

公
日
。
何
以
、
知
し
之
。
夫
ｌ
人
日
。
妾
聞
。
禮
下
レ
公
１
門
。
式
し
路
ｌ
馬
。

ル
ヲ
し

所
Ｊ
以
廣
ウ
敬
也
・
夫
忠
ｌ
臣
與
レ
孝
ｌ
子
。
不
し
爲
二
昭
１
勺
信
１
節
一
不
し
爲

ヲ

ハ
ノ

ナ
リ
ニ
シ
テ

ア
リ
ル
ニ

ニ
冥
ｌ
々
惰
１
行
一
蓮
伯
玉
衛
之
賢
１
大
Ｉ
夫
也
。
仁
而
有
し
智
。
敬
二
於
事
ロ

レ
ノ

ス
シ
テ
ヲ
テ
ヲ
テ
ル
ヲ

上
。
此
其
人
心
（
必
ヵ
…
筆
者
注
記
）
不
二
以
レ
暗
Ｉ
昧
屡
戸
禮
。
以
知
し
之
。

ヲ
セ
ヲ
シ
テ
ナ
リ

ノ
ノ

ブ
ハ
レ

公
使
二
人
視
蕨
之
。
果
伯
玉
也
。
中
庸
日
。
君
子
之
所
レ
不
し
可
レ
及
者
。
其

ノ

ル
カ

ハ
ナ
リ

唯
人
之
所
レ
不
し
見
乎
。
…
夫
１
人
即
南
子
也
。
弓
鶴
林
玉
露
』
巻
十
三
、

蓮
伯
玉
）

ヨ
ッ
テ
ア
ル
ニ
ヨ
ク
シ
ン

キ
セ
ン
イ
ダ
ク
ウ
レ
ヘ
ヲ

○
巻
第
二
の
第
八
「
由
し
有
二
欲
心
一
上
Ｉ
下
貴
賎
懐
し
憂
弁
」

ケ
イ
ロ
ン
シ
テ
マ
ッ
セ
ノ
フ
ウ
ソ
ク
ヲ
ケ
ン
ハ

昔
、
智
ア
ル
人
ノ
イ
ヘ
ル
ハ
、
王
荊
公
。
論
二
末
世
風
俗
一
云
。
賢
者
不
し
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コ
ト
ヲ
ヲ
フ
セ
ウ
ハ
コ
ト
ヲ
フ
タ
ウ
ヲ
セ
ン
シ
ヤ
ハ

コ
ト
ヲ
ヲ
キ
ハ

得
し
行
し
道
。
不
肖
者
得
し
行
二
無
道
一
。
賤
者
不
し
得
し
行
し
礼
。
貴
者
得

ヲ
ソ
ノ
ク
ハ

レ
行
二
無
礼
一
。
其
論
精
シ
。

、

ケ
イ
シ
テ
ノ
ヲ

コ
回
ト
ヲ

ハ
タ
リ
コ
ト
ヲ

ノ

王
荊
公
論
二
末
世
風
俗
一
云
・
賢
者
不
し
得
し
行
し
道
。
不
肖
者
得
し
行
二
無
道

、

ヲ

コ
ト
ヲ
ヲ

ハ
コ
ト
ヲ
ヲ
ノ
シ

ノ

｜
・
賤
者
不
し
得
し
行
し
禮
。
貴
者
得
し
行
二
無
禮
一
。
其
論
精
美
。
（
『
鶴
林

玉
露
』
巻
九
、
末
世
風
俗
）

セ
ケ
ン
ネ
イ
カ
ン
ノ
モ
ノ
ノ

○
巻
第
五
の
第
五
「
世
間
侯
好
者
之
弁
」

ト
ウ
ハ
ヤ
シ
ナ
フ
ハ
ネ
コ
ヲ
ト
ル
ヲ
ネ
ヅ
ミ
ヲ
テ

昔
、
智
ア
ル
人
ノ
謂
ル
ハ
、
東
玻
云
。
養
レ
猫
以
レ
捕
レ
鼠
。
不
し
可
三
以

ヲ

ル
ノ
ヲ
力
フ
コ
ト
ハ
イ
ヌ
ヲ
フ
セ
グ
カ
ン
ヲ

テ
ヲ
カ
ン

ゞ
無
し
鼠
而
養
二
不
し
捕
之
猫
一
・
蓄
レ
犬
以
レ
防
レ
姦
。
不
し
可
三
以
レ
無
し
姦
而

ル
ノ
ホ
ヘ
イ
ヌ
ヲ
ル
ハ
ラ
ナ
ヲ
カ
ナ
リ
シ
テ
ヲ
ハ
ヲ
ハ
ナ
ハ
タ
シ

蓄
二
不
し
吠
之
犬
一
。
不
し
捕
猶
可
也
。
不
し
捕
レ
鼠
而
捕
レ
鶏
則
甚
美
。

、

カ

シ
テ
ヌ
ス
ヒ
ト
ヲ
ル
シ
ユ
ニ
シ

ノ不
し
吠
猶
可
也
。
不
し
吠
レ
盗
而
吠
レ
主
則
甚
美
。

カ

テ
ヲ
テ
ル
ヲ

テ
ヲ

フ
ル
ノ

ヲ

東
玻
云
。
養
レ
猫
以
レ
捕
レ
鼠
。
不
し
可
三
以
レ
無
し
鼠
。
而
養
二
不
し
捕
之
猫
一
・

テ
ヲ
テ
ク
ヲ

テ
ヲ
ル
ヲ
（
マ
マ
）
ノ
ホ
ヘ
ヲ
ラ
ク
ル
ハ

蓄
レ
犬
以
レ
防
レ
姦
。
不
し
可
三
以
レ
無
し
姦
而
蓄
二
不
し
吠
之
犬
一
。
余
謂
不
レ

ラ
ー
ブ

シ
テ
ヲ
ル
ト
キ
ハ
ヲ
チ
シ
ル
ハ
ヘ
ナ
リ
シ
テ
ヲ

捕
猶
可
也
。
不
し
捕
レ
鼠
而
捕
レ
鶏
則
甚
美
。
不
し
吠
猶
可
也
。
不
し
吠
レ
盗

ル
ト
キ
ハ
ヲ
チ
シ

而
吠
レ
主
則
甚
美
。
亀
鶴
林
玉
露
」
巻
十
七
、
猫
犬
）

イ
ヘ
ド
モ
プ
ン
シ
ヤ
ウ
ト
イ
タ
ッ
テ
ハ
ノ
ピ
カ
タ
キ
カ
タ
ド
リ

○
巻
第
六
の
第
八
「
雛
二
文
章
一
至
二
聖
人
之
微
一
難
し
像
弁
」

ユ
キ
ヱ
カ

イ
サ
ギ
ョ
ク

昔
、
智
有
人
ノ
謂
ル
ハ
・
雪
ヲ
絵
ク
モ
ノ
ハ
、
其
潔
、
ヒ
ヤ
、
カ
ナ
ル

ア
キ
ラ

ヒ
カ

ヲ
、
絵
カ
ク
事
ナ
ラ
ズ
。
月
ヲ
絵
ク
モ
ノ
ハ
、
其
明
カ
ナ
ル
光
リ
ヲ
、
絵

ハ
ナ

カ

イ
ツ
ミ

ク
事
ナ
ラ
ズ
。
花
ヲ
絵
ク
モ
ノ
ハ
、
其
香
ヲ
絵
ク
事
ナ
ラ
ス
。
泉
ヲ
絵
モ

コ
エ

エ
カ
ク

コ
コ
ロ

ノ
ハ
、
其
声
ヲ
絵
ク
事
ナ
ラ
ズ
・
人
ヲ
書
モ
ノ
ハ
其
情
ヲ
絵
ク
事
ナ
ラ
ス
。

エ
カ
ク
ヲ
ハ

ク
コ
ト
ノ
キ
ヲ
ク
ヲ
ハ

コ
ト
ノ
ヲ
ク
ヲ
ハ

繪
レ
雪
者
不
し
能
し
繪
二
其
清
一
繪
レ
月
者
不
し
能
し
繪
二
其
明
一
。
繪
レ
花
者
不
レ

ノ
カ
ヲ
ク
ヲ
ハ

ク
コ
ト
ノ
ヲ
ク
ヲ
ハ

ク
コ
ト
ノ
ヲ

能
し
繪
二
其
馨
一
。
繪
レ
泉
者
不
し
能
し
繪
二
其
聲
一
・
繪
レ
人
者
不
し
能
繪
二
其
情

ラ
バ
チ
ニ
テ
ク
ス
ニ
ヲ

｜
・
然
則
言
ｌ
語
文
Ｉ
字
。
固
不
レ
足
二
以
壼
蕨
道
也
。
含
鶴
林
玉
露
」
巻

エ
ノ
コ
ｂ
卜

十
八
、
繪
事
）

ラ
シ
ガ

○
巻
第
六
の
第
十
九
「
羅
氏
之
仁
心
弁
」

ヤ
ウ
ジ
ヤ
ウ
サ
イ
メ
ラ
シ

ヨ

昔
、
智
有
人
ノ
謂
ル
ハ
・
楊
誠
斎
ガ
妻
ノ
羅
氏
卜
云
者
。
年
七
十
余
ノ
時
。

カ
ン
ア
ク
ル
コ
ロ
ヲ
ヒ

オ
キ
ミ
ッ
カ
ク
リ
ヤ

カ
ユ
カ
マ
ー

寒
月
ノ
黎
明
。
ス
ナ
ハ
チ
起
テ
、
自
ラ
厨
二
至
テ
。
粥
ヲ
一
釜
烹
テ
。

メ
シ
ッ
カ
ヘ
ヌ
ヒ
ザ
ウ
ア
マ
ネ
ク
ハ
ヤ
ク
ツ
ト
メ
ラ
シ

召
仕
シ
奴
脾
雑
人
二
、
遍
ク
食
セ
テ
。
其
役
々
ヲ
、
勤
サ
セ
タ
リ
。
羅
氏

ト
ウ
ザ
ン
ア
ル
ハ
カ
ン
タ
ヘ
ガ
タ
ジ
セ
ッ
ラ
ウ

ガ
子
東
山
。
或
時
、
母
二
申
ケ
ル
ハ
・
天
寒
ジ
テ
。
堪
難
キ
時
節
二
・
老

タ
イ

ク
ル
シ

躰
ノ
自
ラ
苦
メ
ル
事
如
何
二
、
ト
、
イ
ヘ
バ
・
羅
氏
ノ
曰
。
奴
脾
モ
亦
。

コ

ト
ウ

プ
イ
ヲ
ル
ハ
ダ
ヘ
テ
ッ
サ
ム

人
ノ
子
ナ
リ
。
冬
月
ノ
寒
気
二
・
無
為
二
居
モ
ノ
サ
ヘ
、
唐
二
徹
シ
寒
キ

イ
ワ
ン
ヤ
ヌ
ピ
フ
ク
チ
ワ

ニ
。
マ
シ
テ
況
、
奴
脾
ノ
腹
中
サ
ゾ
ア
ル
ラ
ン
、
卜
、
思
ヒ
ヤ
ラ
レ
テ
。

カ
ユ
ニ

ホ
ド
コ
ヤ
ク
ツ
ト

チ
カ
ラ

粥
ヲ
烹
テ
、
是
二
施
サ
バ
・
役
ヲ
勤
ム
ル
ニ
、
力
ア
ッ
テ
。
其
役
々
ヲ
勤

力
セ
ン
ジ

豊
″
〆
、
、
｝

ナ
ン
、
ト
、
イ
ヘ
バ
・
東
山
ガ
云
。
老
テ
且
ッ
賤
事
ヲ
ス
ル
而
巳
ナ
ラ
ズ
。

サ
カ
サ
マ
オ
コ
ナ
シ
サ
カ
サ
マ
ホ
ド
コ

何
ソ
、
倒
二
行
テ
、
倒
施
サ
ン
ヤ
、
ト
、
イ
ヘ
バ
・
母
ノ
曰
。
我
自
ラ
、

フ
カ

イ
ト
ナ
ミ
タ
ノ
シ

カ
ツ

ル
ラ

右
ノ
志
深
フ
シ
テ
。
其
営
ヲ
楽
メ
バ
・
曾
テ
寒
ヲ
モ
不
し
知
ナ
リ
。
只
汝

ム
カ
ヒ
コ
ノ
コ
ト
バ

ガ
我
二
向
テ
、
此
辞
ヲ
出
ス
事
ハ
・
母
ガ
心
ノ
如
ク
有
マ
ジ
キ
、
ト
、
思

ナ
ゲ

イ
ー
マ
シ

ヘ
バ
・
是
ノ
ミ
歎
カ
シ
キ
事
ナ
リ
、
ト
。
以
ノ
外
二
、
警
メ
タ
リ
。

カ

ア
ク
ル
コ
ロ
ヲ
上
チ
テ

楊
誠
齋
夫
ｌ
人
羅
氏
。
年
七
’
十
ｌ
餘
。
毎
し
寒
１
月
。
黎
ｌ
明
即
起
。

テ
ク
リ
ヤ
ニ
ラ
テ
カ
ュ

ヲ
ク
ス
ニ
シ
テ
ニ
ヲ

セ
ノ

詣
レ
厨
躬
作
二
粥
一
ｌ
釜
一
遍
享
レ
奴
ｌ
脾
。
然
後
使
う
之
復
ｌ
役
一
・
其
子

シ
ー
プ

シ
ソ
ミ
メ
ル
コ
ト
ナ
ル
ノ

ノ

モ
ノ
ナ

東
山
先
生
啓
日
。
天
寒
何
自
苦
如
レ
此
。
夫
ｌ
人
日
。
奴
ｌ
脾
亦
人
子

リ

ク
ノ

ヲ
ホ
ポ

タ
ル
ス

也
・
清
’
晨
寒
ｌ
冷
須
使
下
二
其
腹
ｌ
中
一
略
有
中
火
ｌ
気
上
。
乃
堪
レ
服
ｌ
役

ル
ニ
ノ
ミ

テ
ツ

ソ
サ
カ
シ
マ
ニ
テ
ニ
サ
ン
ヤ

耳
。
東
山
日
。
夫
１
人
老
且
賤
事
。
何
倒
行
而
逆
施
乎
。
夫
人
怒
日
。

ヲ

ノ

我
自
樂
レ
此
。
不
し
知
し
寒
也
。
汝
爲
二
此
言
一
。
必
不
し
能
し
如
レ
吾
美
。
弓
鶴

力

林
玉
露
』
巻
十
六
、
誠
齋
夫
１
人
）
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２
、
『
明
心
宝
鑑
』
に
依
拠
し
た
段

Ｉ

昔
、
智
ア
ル
人
ノ
云
ル
ハ
・
大
将
ト
シ
テ
、
疑
ハ
シ
キ
者
ヲ
莫
レ
用
、
ト
ア

ッ
ネ
メ
シ

ゲ
ン
カ
ウ
ク
ハ
ン
サ
ッ

レ
バ
。
常
々
、
召
仕
ハ
ル
、
人
ノ
言
行
ヲ
、
能
々
観
察
シ
テ
、
用
上
給
へ
。

用
し
人
莫
レ
疑
、
ト
コ
ソ
侍
レ
。

タ
イ
シ
ヤ
ウ
ッ
ネ
ニ
ヘ
キ
ノ
ミ
ル
ヲ

別
稿
に
も
取
り
上
げ
た
が
、
こ
れ
は
巻
第
六
の
第
十
六
「
大
将
常
可
レ
見
レ
人

之
弁
」
の
全
文
で
あ
る
。
右
の
傍
線
部
分
は
日
本
の
近
世
初
期
に
流
布
し
て
い

た
中
国
善
書
中
の
一
つ
で
あ
る
明
代
成
立
の
『
明
心
宝
鑑
』
省
心
篇
中
の

ミ
ヘ
ハ
セ
ヲ
ミ
ス
レ
ハ
ハ
ヲ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
』
〃
Ｉ
‐
厚
Ｉ
‐
’
し
ｒ
ｌ
Ｌ
ル
時
膿
ト
ド
－
１
１
』
〃
１
１
胃
ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｌ
脾

素
書
云
、
自
疑
不
し
信
レ
人
自
信
不
し
疑
レ
人
疑
レ
人
莫
レ
用
用
し
人
莫
レ

ー
レ
恒
卜
（
注
５
）

疑

の
傍
線
部
分
に
依
拠
し
た
記
述
で
あ
り
、
著
者
は
『
明
心
宝
鑑
』
省
心
篇
の
訓

言
を
武
将
の
士
卒
の
用
い
方
の
心
得
と
い
う
文
脈
で
解
し
て
呈
示
し
た
一
段
で

あ
る
。
『
為
人
紗
』
に
は
『
明
心
宝
鑑
』
の
訓
言
を
引
用
し
た
段
が
、
・
右
の
ほ
か

に
、
次
の
よ
雲
フ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

○
巻
第
一
の
第
十
四
「
学
者
養
生
之
弁
」

見
テ
ハ
、
己
レ
ガ
悪
ヲ
尋
。
賢
ヲ
見
テ
ハ
、
ヒ
ト
シ
カ
ラ
ン
事
ヲ
、
思
ハ
や
・

身
二
益
ア
ル
事
、
多
カ
リ
ナ
ン
。

カ
ク
ニ
ハ
ク
ク
ニ
ハ
シ
ク
ニ
ハ
ラ
カ
ニ
ク
ニ
ハ
・
ア
リ
ク
ニ
ハ
ニ

太
公
云
近
レ
朱
者
赤
近
レ
墨
者
黒
近
レ
賢
者
明
近
レ
オ
者
智
近
レ
擬
者
愚
近

し
療
者
愚
。
近
レ
愚
者

キ
ン
キ

常
々
禁
忌
ア
ル
ベ
シ
。

ハ
・
学
問
ト
イ
ヘ
バ
・

フ
。
左
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。

コ
コ輿

二
、
古
人
ノ
禁
好
物
ト
イ
フ
ベ
キ
語
ア
リ
。

黒
。
近
レ
賢
者
明
。
近
レ
オ
者
知
。
此
分
、

人
ノ
善
ヲ
見
テ
ハ
、
己
レ
ガ
善
ヲ
尋
。
人
ノ
悪
ヲ

闇
。
近
レ
催
者
詔
。
近
レ
悪
者
危
。
此
分
、

ト
ク
モ
ッ

一
大
事
の
毒
物
ナ
リ
。
…
当
世
ノ
オ
ロ
カ
ナ
ル
人

ヨ
ム

ア
ナ
ガ
チ
ニ
、
書
ヲ
読
事
ト
ハ
カ
リ
、
心
得
タ
マ

近
レ
朱
者
赤
。
近
レ
墨
者

ｌ

へ
、
常
々
服
用
有
ベ
シ
。
近

卜
也
。

ノ
カ

ノ
ル
ヲ
テ
イ
カ
ラ
テ
ノ
ホ
ム
ル
ヲ
テ
ヒ
テ

康
節
部
先
生
日
聞
二
人
之
誇
一
未
し
嘗
ｌ
怒
聞
二
人
之
誉
一
未
し
嘗
ｌ
喜
聞
三

ノ
フ
コ
ト
ヲ
ノ
ヲ
テ
セ
テ
ハ
ノ
フ
コ
ト
ヲ
ノ
ヲ
テ
シ
ヲ
タ
ガ

人
言
二
人
之
悪
一
未
し
嘗
ｌ
和
聞
三
人
言
二
人
之
善
一
則
就
而
和
レ
之
又
従

ツ
テ
フ
ヲ
ニ
ニ
ミ
ル
コ
ト
ヲ
ヲ
ム
ク
コ
ト
ヲ
ヲ
ミ
フ
コ
ト
ヲ
ヲ

喜
レ
之
故
詩
日
楽
し
見
レ
善
１
人
楽
し
聞
レ
善
ｌ
事
楽
し
道
し
善
ｌ
言

ム
フ
コ
ト
ヲ
ヲ
テ
ハ
ノ
ル
ヲ
ク
フ
ガ
ヲ
テ
ハ
ノ
ル
ヲ
ク
ニ
ス
ル
ガ

楽
し
行
し
善
ｌ
意
聞
二
人
之
悪
一
如
レ
負
し
芒
ｌ
刺
聞
二
人
之
善
一
如
レ
侃
レ
蘭

ヲ

Ｉ
意
言
明
心
宝
鑑
』
正
己
篇
）

カ
ッ
テ
シ
ョ
ク
ニ
カ
ヘ
ル
リ
ニ

○
巻
第
六
の
第
十
七
「
克
二
私
欲
一
復
二
天
理
一
弁
」

ザ
イ
ハ
ウ
モ
ト
メ
ウ
ド
ス
グ
シ
イ

道
ニ
ア
ラ
ザ
ル
財
宝
ヲ
バ
、
求
得
ル
事
ナ
カ
レ
。
度
ヲ
過
ル
酒
ヲ
（
、
強

イ
マ
シ

キ
ヨ
シ
ヨ

ト
ナ
リ
エ
ラ
マ
ジ
ハ

テ
戒
ム
ベ
シ
。
居
所
ヲ
求
メ
バ
、
先
、
隣
ヲ
択
べ
・
交
ル
時
ハ
、
友
ヲ
択

ク
ニ
ハ
ア
リ
ク
ニ
ニ
ク
ニ
ハ
シ
ク
ニ
ハ
ヒ
ク
ニ
ハ
ス

レ
良
者
徳
近
レ
智
賢
近
レ
愚
者
暗
近
レ
俟
者
詔
近
レ
楡
者
賊
（
「
明
心
宝
鑑
』
交

友
篇
）二

テ
ハ
ノ
ヲ
ネ
レ
カ
ヲ
テ
ハ

ヲ
ヌ
レ
カ
ヲ
ク
ニ
シ
テ

性
理
書
云
見
二
人
之
善
一
而
尋
二
己
之
善
一
見
二
人
之
悪
一
尋
二
己
之
悪
一
如
レ

ノ
ニ
レ

此
方
是
有
し
益
言
明
心
宝
鑑
』
正
己
篇
）

ヒ
ト
ノ
イ
ヤ
シ
ク
モ
ナ
カ
レ
キ
ヨ
コ
ン
ス
ル
コ
ト

○
巻
第
六
の
第
十
三
「
人
筍
勿
二
虚
言
一
弁
」

ソ
ム

オ
モ
テ
ハ
ヅ

心
、
人
二
負
カ
ザ
レ
バ
、
面
二
葱
ル
色
ナ
シ
、
卜
、
古
人
モ
云
リ
。

レ
ハ
カ
ニ
ニ
シ
ル

景
行
録
云
：
．
心
不
レ
負
し
人
面
無
し
葱
ｌ
色
含
明
心
宝
鑑
」
存
心
篇
）

ア
ヘ
テ
ナ
カ
レ
ノ
ホ
メ
ヲ
ソ
シ
ル
コ
ト
ヲ

○
巻
第
六
の
第
十
四
「
敢
勿
二
誉
し
人
穀
ア
人
之
弁
」

セ
ウ
カ
ウ
セ
ッ

ソ
シ

イ
マ
タ
カ
ッ
テ
イ
カ
ラ

ホ
ム

サ
レ
バ
、
部
康
節
ハ
、
人
ノ
諸
リ
ヲ
聞
テ
、
未
二
嘗
怒
一
・
人
ノ
誉
ル
ヲ
聞

スイ
マ
タ
カ
ッ
テ
ク
ワ
セ
ト
キ
ハ
イ
フ
ヲ

テ
モ
、
未
二
嘗
喜
一
。
人
ノ
悪
ム
ヲ
聞
テ
モ
、
未
二
嘗
和
一
・
聞
三
人
言
二
人

ノ
ヲ
シ
イ
ク
ハ
シ
ニ
シ
タ
ガ
ッ

シ

之
善
一
則
就
テ
和
し
之
、
又
従
テ
是
ヲ
ョ
ロ
コ
ベ
リ
。
故
二
、
詩
ニ
モ
、
其

コ
コ
ロ
ザ
シ
ア
ラ
ハ
タ
ノ
シ
ミ
ミ
ル
コ
ト
ヲ
ゼ
ン
ジ
ン
ヲ
キ
ク
コ
ト
ヲ
シ
ヲ
イ
フ
コ
ト
ヲ

志
ヲ
顕
せ
り
。
楽
し
見
二
善
人
一
・
楽
し
聞
二
善
事
一
。
楽
し
道
二
善

ゲ
ン
ヲ
ム
オ
コ
ナ
ウ
コ
ト
ヲ
イ
ヲ

パ
ウ
シ
セ
ナ
カ
ヲ
フ

言
一
。
楽
し
行
二
善
意
一
。
人
ノ
悪
ヲ
聞
テ
ハ
、
芒
刺
ヲ
背
二
負
ガ
如
ク

ケ
イ
ラ
ン
コ
シ
ヲ
プ

ニ
思
上
。
人
ノ
善
ヲ
聞
テ
ハ
、
惹
藺
ヲ
腰
二
侃
ル
ガ
如
ク
ニ
思
上
給
フ
、
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ザ
ン
ゲ
ン
ク
チ
マ
ヅ
シ
ナ
カ
レ
ウ
ト
ン
ズ
ル
コ
ト

ヘ
・
謹
言
、
ロ
ョ
リ
出
ス
事
ナ
カ
レ
。
他
人
ノ
貧
キ
ヲ
莫
レ
疎
・
マ

イ
ハ
ン
ヤ
タ
ニ
ン

シ
テ
況
、
他
人
ヲ
ヤ
。
…ユ

ク
ト
ガ
カ
ゾ
ヘ

ミ
、
一
フ
〃
句
上

我
モ
人
モ
、
既
ニ
サ
リ
行
昔
ノ
答
ヲ
算
テ
。
今
日
ノ
上
ョ
リ
、
未
来
ノ
非

シ
イ
ツ
ツ
シ
マ

シ
ュ
ギ
ョ
ク

ヲ
せ
ザ
ル
ヤ
ウ
ニ
・
強
テ
慎
（
・
道
ョ
リ
来
ル
珠
玉
、
多
カ
ル
ベ
シ
。

ノ

ケ
ノ
ヲ
シ
ム
ヘ
シ

ノ
ヲ
ハ
ス
ヒ
ヲ
リ
ハ
ス

神
宗
皇
帝
御
製
遠
二
非
道
之
財
一
戒
し
過
ｌ
度
之
酒
一
居
必
択
レ
隣
交
必
択

へ
ヲ

ル
コ
ト
ニ
ノ
シ
キ
ノ
レ
ム
コ
ト
シ
テ
メ
ル

レ
友
…
讃
ｌ
言
勿
し
宣
し
於
口
一
骨
ｌ
肉
貧
ｌ
者
莫
レ
疎
他
１
人
富
ｌ
者

レ
ス
ル
コ
ト
ニ
ヒ

ノ
ヲ
ニ

ノ
ヲ

莫
レ
厚
…
常
思
二
已
ｌ
往
之
非
一
毎
念
二
未
ｌ
来
之
筈
一
言
明
心
宝
鑑
』
省

、
心
竺
扁
）

シ
ヨ
ク
シ
キ
ミ
ナ
ヨ
リ

オ
ホ
ル
ル

○
巻
第
六
の
第
十
八
「
食
色
皆
自
二
我
心
一
溺
之
弁
」

ヲ
ヨ
ウ

古
語
日
、
酒
不
レ
酔
レ
人
、
々
自
酔
、
色
不
レ
迷
レ
人
、
々
自
迷
、
卜
、
ア
リ
、

能
々
、
心
ヲ
着
ベ
シ
。

シ
メ
ヲ
ミ
フ

ハ
サ
ヲ
ミ
フ

康
節
部
先
生
日
…
酒
不
レ
酔
レ
人
自
酔
色
不
し
迷
レ
人
人
自
迷
含
明
心
宝
鑑
』

省
心
篇
）

ヤ
ス
ン
ジ
ヲ
オ
サ
ム
ル
ヲ

○
巻
第
十
の
第
三
「
安
レ
心
脩
レ
身
弁
」

道
ヲ
行
ハ
ン
ト
テ
コ
ソ
、
学
文
ハ
ス
ル
ニ
・
己
ガ
行
ベ
キ
事
ヲ
（
、
ウ
チ

ス
テ

ガ
ホ

ギ
ヤ
ク
ジ
ュ
ン

捨
テ
。
我
コ
ソ
物
知
顔
ヲ
シ
テ
、
人
二
教
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ハ
・
逆
ニ
シ
テ
順

ナ
ラ
ズ
。
…
身
二
正
ク
モ
行
ヒ
テ
。
人
二
教
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ハ
・
順
ニ
シ
テ

逆
ナ
ラ
ズ
。
…イ

フ
ワ
ガ
ア
ク
ヲ
ノ
ハ
コ
レ
ワ
ガ
カ
ウ
ヲ
ハ
ワ
ガ
ゾ
ク

古
語
ニ
モ
、
道
二
吾
悪
一
者
是
我
師
。
道
二
吾
好
一
者
是
我
賊
、
ト
コ
ソ
見
エ

々
／
し
。
・
・
・

ト
キ
ン

シ
ゴ
ク

其
徳
ヲ
以
、
人
二
勝
則
（
、
是
ヲ
至
極
ノ
勝
卜
云
。
カ
ヲ
以
、
人
二
勝
ン

ツ
ヰ

マ
ケ

ト
思
フ
モ
ノ
ハ
・
…
終
ニ
ハ
、
負
ヌ
ル
理
有
テ
、
亡
ピ
ン
事
近
カ
ル
ベ
シ
。

ツ
ト
メ
ム
カ
タ
カ
ラ

ツ
ツ
シ
ミ
ゴ
シ
ン
フ

心
ノ
勤
ヲ
、
無
価
ノ
宝
卜
云
。
心
ノ
慎
ヲ
、
護
身
ノ
符
ト
モ
、
名
ケ
タ
リ
。

コ
ク
ハ
ク
ツ
ミ
タ
ク
ハ

キ
カ
ン

ウ
レ
フ

誠
二
、
穀
帛
ヲ
積
蓄
へ
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
磯
寒
ヲ
更
二
憂
ル
事
ナ
ク
。
道
徳

ト
ル

ケ
ウ
ジ
ヤ

ジ
シ
ン
ミ
テ

ヲ
把
モ
ノ
ハ
、
凶
邪
ヲ
叩
恐
ル
、
事
ナ
シ
。
…
自
身
ヲ
満
リ
ト
ス
ル
モ
ノ

ケ
色
フ

ケ
ッ

ハ
・
理
闇
ク
、
道
ノ
關
多
シ
。
自
身
ヲ
善
ナ
リ
、
卜
思
フ
ト
キ
ハ
、
佗
ヲ

ス
カ
ヘ
リ
ミ

不
し
顧
、
言
行
不
善
ノ
ミ
多
シ
、
…

上
ピ
カ
キ
ン

シ
タ
ガ
ア
ソ

善
人
ト
同
処
ス
ル
ト
キ
ハ
、
日
々
二
嘉
訓
ヲ
聞
。
悪
人
ト
従
上
遊
ブ
ト
キ

ニ
ジ
ヤ
セ
イ

マ
ジ
ハ

ラ
ン
ケ
イ
カ
ウ
パ

ハ
、
日
々
邪
情
ヲ
生
ズ
。
善
人
ト
交
ル
モ
ノ
ヲ
バ
、
藺
惹
ノ
香
シ
キ
ニ
タ

ウ
〃
ユ

ト
ヘ
テ
。
一
家
二
是
ヲ
種
レ
ハ
、
両
家
皆
香
シ
。
悪
人
ト
交
ル
者
ヲ
バ
、

イ
タ
イ
カ
キ
コ
ユ

ア
シ
シ
ツ

子
ヲ
抱
テ
堵
ヲ
瞼
ル
ー
、
タ
ト
ヘ
タ
リ
。
一
人
脚
ヲ
失
ス
レ
バ
、
両
人
ト

ワ
サ
ハ
イ

ル
ガ

モ
ニ
映
二
遭
う
。
善
人
ヲ
見
テ
ハ
、
不
し
及
如
ク
ニ
思
上
。
不
善
人
ヲ
見
テ

サ
グ
ル
ガ
ュ
ヲ
ゼ
ン
ゼ
ン
ハ
ナ
キ
ザ
シ

ハ
、
探
し
湯
如
ク
ニ
思
ハ
、
・
漸
々
二
悪
ヲ
離
レ
テ
。
日
々
二
善
ノ
萠
ア

ブ
ジ
マ
ヅ
シ
テ
ト
ム

ラ
ン
。
無
事
ニ
シ
テ
家
ノ
貧
キ
ハ
、
有
し
事
家
ノ
富
ニ
ハ
、
マ
サ
レ
リ
。
無

パ
ウ
ヲ
ク
テ
キ
ョ
ク
ダ
ウ

事
ニ
シ
テ
茅
屋
二
住
ス
ル
ハ
、
有
し
事
玉
堂
二
住
ス
ル
ニ
ハ
、
マ
サ
レ
リ
。

リ
グ
〃
色
フ

ラ
ウ
ヤ
ク

無
事
ニ
シ
テ
鹿
食
ヲ
食
う
事
ハ
・
病
有
テ
良
薬
ヲ
服
ス
ル
ニ
ハ
、
マ
サ
レ

ニ
ス
テ
テ
レ
ヲ
ル
ー
ハ

レ
ヲ
ル
ー
ハ

素
書
云
輝
レ
己
以
教
し
人
者
逆
正
し
己
以
教
し
人
者
順
（
『
明
心
宝
鑑
」
正
己

竺
扁
）

ガ
ヲ
ハ
レ
ガ
ガ
ヲ
ハ
レ
ガ

真
言
訣
日
…
道
し
吾
ｌ
悪
者
是
吾
ｌ
師
道
し
吾
ｌ
好
者
是
吾
ｌ
賊
含
明
心
宝

鑑
』
正
己
篇
）

ノ

ヲ
ツ
ト
キ
ハ
ニ

ヲ
ツ
ト
キ
ハ
ニ

ヲ
二

魯
共
公
日
以
レ
徳
勝
レ
人
則
強
以
レ
財
勝
レ
人
則
凶
以
レ
カ
勝
し
人
則
亡

含
明
心
宝
鑑
』
正
己
篇
）

力
ム
ル
ハ

ノ
シ
ム
ハ
レ
ル
ノ
ヲ

太
公
日
勤
為
二
無
ｌ
債
之
寳
一
慎
是
謹
レ
身
之
符
（
『
明
心
宝
鑑
』
正
己

垂
扁
）ム

ヲ
ハ

ヲ
ム
ヲ
ハ
レ
ヲ

積
し
穀
ｌ
帛
者
不
し
憂
レ
磯
ｌ
寒
積
レ
道
ｌ
徳
者
不
レ
畏
レ
凶
ｌ
邪
亀
明
心
宝

、
叩
ノ
０
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３
、
『
業
陰
比
事
』
に
依
拠
し
た
段

チ
ヤ
ウ
キ
ヨ
カ
サ
イ
チ
ノ

巻
第
四
の
第
八
「
張
挙
之
才
智
之
弁
」
に
『
巣
陰
比
事
』
三
十
六
「
張
挙
猪

灰
」
の
話
が
載
る
。

ソ
ノ
カ
ミ
チ
ヤ
ウ
キ
ヨ

シ
ュ
ン
ギ
ケ
ン
レ
イ

昔
日
、
張
挙
ト
云
者
ア
リ
。
俊
儀
県
ノ
令
二
成
テ
、
居
タ
リ
シ
ガ
。
ア
ル

フ
ジ
ン

ヲ
ツ
ト
コ
ロ

ヤ
キ
イ
ッ
ハ
ッ

時
、
其
里
二
婦
人
ア
リ
。
夫
ヲ
殺
シ
テ
。
火
ヲ
以
、
是
ヲ
焼
テ
。
詐
テ
、

ヤ
ケ
シ
ニ

ヲ
ト
ヲ
ト

ウ
タ
カ
ハ
シ

焼
死
タ
リ
、
ト
、
云
ケ
レ
バ
・
夫
ノ
弟
、
是
ヲ
聞
テ
。
疑
ク
ヤ
思
ヒ
ケ
ン
。

ウ
ッ
タ
ヘ

プ
タ
ヒ
キ

張
挙
二
、
此
由
ヲ
、
訴
ケ
レ
バ
・
張
挙
、
才
智
ヲ
メ
グ
ラ
シ
テ
。
猪
二
疋

イ
ケ

ヲ
捕
ヘ
テ
。
一
疋
ヲ
バ
コ
ロ
シ
、
今
一
疋
ヲ
バ
、
生
テ
置
。
火
ヲ
以
、
ニ

ヤ
イ

ク
チ

サ
イ
セ
ン
イ
キ

ヤ
キ
コ
ロ

ノ
猪
ヲ
焼
テ
。
其
後
猪
ノ
ロ
ヲ
ア
ケ
テ
見
ル
ー
・
賑
前
、
活
ナ
ガ
ラ
焼
殺

ウ
ゴ

ハ
イ

ハ
ジ

シ
ダ
ル
猪
ハ
、
動
キ
死
ニ
シ
タ
ル
故
。
口
中
二
灰
ア
リ
。
始
メ
ョ
リ
、
殺

鑑
』
正
己
篇
）

二
ミ
ニ
ミ
テ
リ
ト
ス
ル
ハ
ス
ミ
ル
ハ
ナ
リ
ス
ル
ハ
ブ

景
行
録
云
自
満
者
敗
自
瀞
者
愚
自
賊
者
忍
（
『
明
心
宝
鑑
』
正
己
篇
）

ト

ハ
ル
ハ
シ

ノ
ノ

レ
ハ
ヲ

子
日
…
與
し
好
１
人
交
者
如
二
蘭
ｌ
意
之
香
二
Ｉ
家
種
し
之
両
ｌ
家
皆

・
ハ
シ
ト

ハ
ル
ハ
シ
テ
ヲ
ル
カ
ニ

ス
レ
ハ
ヲ

フ
二

香
・
與
レ
悪
１
人
交
者
如
二
抱
レ
子
上
蕨
培
－
１
人
失
し
脚
両
ｌ
遭
レ
狭

（
『
明
心
宝
鑑
』
交
友
篇
）

テ
ハ
ヲ
ク
シ
ル
ガ
ハ
テ
ハ
ヲ
ク
ニ
ス
ル
カ
ヲ

子
日
見
レ
善
如
レ
不
し
及
見
レ
不
ｌ
善
如
レ
探
し
湯
含
明
心
宝
鑑
』
継
善
篇
）

ロ
フ
シ
テ
シ
テ
カ
レ
レ
テ
ル
コ
ト
シ
テ
セ
ヨ

益
智
書
云
寧
無
し
事
而
家
貧
莫
二
有
し
事
家
富
一
寧
無
レ
事
而
住
二
茅
１
房

二
テ
ス
ル
コ
ト
ニ
シ
テ
セ
ヨ
ヲ
テ
フ
コ
ト

｜
莫
二
有
し
事
而
住
祓
金
ｌ
玉
寧
無
し
病
而
食
し
鹿
ｌ
飯
莫
二
有
し
病
而
食
蕨
良

ｌ
薬
（
『
明
心
宝
鑑
』
存
心
篇
）

こ
の
段
は
以
上
の
『
明
心
宝
鑑
』
の
訓
言
の
引
用
で
全
て
織
り
成
さ
れ
た
記
述

で
あ
る
。

サ
ラ

シ
タ
ル
猪
ノ
ロ
中
ニ
ハ
、
更
二
灰
ナ
シ
。
今
、
死
人
ノ
ロ
中
ヲ
見
ル
ー
、

り
事
に
ハ
・
ぶ
た
と
い
ふ
け
だ
も
の
を
二
シ
取
よ
せ
。
一
シ
を
ば
こ
ろ
し
。

い
ま
一
シ
を
ば
。
い
き
な
が
ら
其
上
に
た
き
ぎ
を
つ
ミ
。
火
を
つ
け
て
ぞ

は
い

や
き
け
り
。
は
じ
め
こ
ろ
せ
し
ぶ
た
の
口
の
中
を
ミ
れ
ば
。
灰
す
こ
し
も

は
い

な
し
。
い
き
な
が
ら
や
き
し
ぶ
た
の
口
に
ハ
灰
あ
り
。
よ
つ
て
か
の
や
け

こ
う
ち
う

し
お
と
こ
の
口
中
を
ひ
ら
き
ミ
け
れ
ば
。
は
い
す
こ
し
も
な
し
。
こ
れ
を

も
っ
て
。
女
を
せ
め
け
れ
ば
。
つ
ゐ
に
お
ち
た
り
け
り
。

こ
の
話
は
『
智
嚢
補
』
察
智
部
に
も
載
り
、
辻
原
元
甫
『
智
恵
鑑
』
巻
三
の
三

「
呉
の
張
翠
焼
死
た
る
Ｐ
骸
穿
鑿
の
事
」
と
し
て
採
ら
れ
て
い
る
が
、
と
も
に

シ
ュ
ン
ギ
ケ
ン
レ
イ
く
し
や
う

「
向
章
の
令
」
と
な
っ
て
い
て
、
「
俊
儀
県
ノ
令
」
と
も
「
句
章
」
と
も
異
同
を

示
す
。

ヲ
ツ
ト

灰
ナ
キ
事
ハ
・
夫
ヲ
殺
シ
テ
、
其
後
、
火
ヲ
以
焼
タ
ル
ハ
疑
ナ
シ
、
ト
。

シ
イ

ト
ヒ

ハ
々
〆

強
テ
、
婦
人
二
間
ケ
レ
バ
・
果
シ
テ
、
其
理
ニ
オ
チ
ニ
ケ
リ
。

『
業
陰
比
事
』
に
拠
っ
た
段
は
こ
れ
一
段
だ
け
で
あ
る
。
和
刻
本
を
見
る
機
会

を
ま
だ
持
ち
得
て
い
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
、
『
未
完
仮
名
草
子
と
研
究
』

三
）
（
未
刊
国
文
資
料
刊
行
会
刊
、
昭
和
虹
年
）
所
収
の
和
訳
本
『
巣
陰
比
事

物
語
』
か
ら
引
用
し
て
次
に
掲
げ
る
。

』
か
ら
引
用
し
て
次
に
掲
げ
る
。

ご
こ
く

く
し
や
う

ち
や
う
き
よ
ハ
呉
国
の
人
な
り
。
句
章
と
い
ふ
所
に
あ
り
し
時
に
。
あ
る

女
お
つ
と
を
こ
ろ
し
て
。
わ
が
家
に
火
を
か
け
て
。
い
つ
ハ
リ
て
申
け
る

モ
ン

ハ
・
わ
が
お
っ
と
火
に
や
け
し
・
け
り
と
申
。
お
つ
と
の
一
門
是
を
き
ひ

て
。
、
フ
た
が
ハ
し
く
お
も
ひ
て
。
つ
ゐ
に
ち
や
フ
き
よ
に
ぞ
フ
つ
た
へ
申

け
る
。
女
を
め
し
よ
せ
。
た
し
か
に
と
ひ
き
ハ
め
給
ふ
時
。
女
事
の
外
な

る
事
か
な
と
い
ひ
て
。
つ
ゐ
に
お
ち
ざ
り
け
れ
（
・
ち
や
う
き
よ
が
は
か



－8－

４
、
「
世
説
新
語
』
・
『
錦
繍
段
』
に
依
拠
し
た
段

ア
フ
テ
シ
ン
ュ
ウ
ニ
ヨ
シ
タ
カ
メ
ッ
ハ
ウ
ニ
モ
ト
ナ
リ
チ
ュ
ウ
ノ

巻
第
九
の
第
一
「
逢
二
心
友
一
大
内
義
隆
滅
亡
井
元
就
智
勇
弁
」
は
、
冒
頭
に
、

五
月
雨
の
頃
、
窓
下
に
蛍
を
聚
め
て
愛
で
て
い
る
夕
べ
の
草
庵
に
訪
れ
た
心
友

二
人
と
の
閑
談
の
場
を
設
定
す
る
。
庵
の
主
が
二
人
を
請
じ
入
れ
て
、

シ
ン
リ
ヨ
ア
ン

ケ
イ
カ
ウ

シ
タ
フ
ゴ
ト
ニ
ア
ヒ
フ
ス
ナ
ハ
チ
ニ
メ
イ
ジ
テ

晋
ノ
呂
安
卜
云
シ
モ
ノ
。
苗
康
ガ
徳
ヲ
慕
テ
、
毎
二
相
思
一
、
鞭
千
里
命
レ

カ
ニ
フ
ト
二

駕
従
し
之
イ
ヘ
リ

と
言
う
の
は
、
『
世
説
新
語
』
簡
傲
に
記
載
の
第
４
話

稀
康
與
二
呂
安
一
善
。
毎
二
一
相
思
一
、
千
里
命
し
駕
。
安
後
來
、
値
康
不
レ
在
。

喜
出
し
戸
延
し
之
、
不
し
入
、
題
二
門
上
一
作
二
鳳
字
一
而
去
。
喜
不
レ
覺
、
猶
以

（
注
６
）

爲
レ
欣
。
故
作
二
鳳
字
一
、
凡
烏
也
。

こ
の
故
事
か
ら
、

稚
康
與
二
呂
安
一
善
。
毎
二
一
相
思
一
、
千
里
命
し
駕
・

を
引
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
心
友
の
一
人
が
窓
下
の
蛍
を
見
て
、
車
胤
蛍

火
の
下
に
書
を
学
ぶ
の
故
事
を
引
い
て
、
「
其
跡
ヲ
慕
上
給
ヘ
ル
ニ
ヤ
」
と
の
問

い
に
、
庵
主
が
、

イ
ジ
ン
グ
ハ
タ
ウ
ノ
キ
ン
シ
ョ
ク
ニ
シ
テ
シ
ヒ
ル
ノ
タ
ダ
テ
ラ
シ
テ
セ
イ
カ
ヲ
ス
テ
ラ
サ
ヲ

僧
ノ
以
仁
ガ
薑
堂
銀
燭
明
如
レ
昼
、
只
照
二
笙
歌
一
不
し
照
し
書
、
ト
、

、
ン

ナ
サ
ケ

作
レ
ル
ハ
・
螢
ノ
詩
ナ
リ
。
…
タ
マ
ノ
‐
、
蛍
火
ノ
情
ニ
ョ
リ
。
少
シ
ハ
、

書
ノ
カ
タ
端
ヲ
モ
、
見
タ
リ
、

シ

と
答
え
る
が
、
こ
の
答
え
に
引
用
し
た
僧
以
仁
の
「
螢
ノ
詩
」
の
右
の
詩
句
は
、

『
錦
繍
段
』
所
載
の
僧
以
仁
の
「
螢
」
と
題
す
る
七
言
絶
句
の
第
三
句
・
第
四

（
注
７
）

句
の
「
書
堂
銀
ｌ
燭
明
如
レ
昼
、
只
照
二
笙
歌
一
不
し
照
し
書
」
の
引
用
で
あ
る
。

５
、
「
古
文
真
宝
』
に
依
拠
し
た
段

『
古
文
真
宝
』
後
集
辞
類
の
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
中
の
次
の
詩
句
、

（
注
８
）

悟
二
已
往
之
不
ワ
諫
、
知
二
來
者
之
可
ワ
追

を
踏
ま
え
て
、
著
者
は
序
に
、

モ
ウ
ヒ
ソ
カ
ク
ハ
ウ
イ
ン
ウ
ッ
リ
ヤ
ス
ク
ハ
ン

ノ

蒙
霜
二
光
陰
ノ
移
易
キ
ヲ
観
ス
ル
ニ
・
此
年
月
ア
ヤ
マ
リ
来
レ
ル
身
ノ

オ
ロ
カ
ナ
ゲ
キ
ア
マ
リ
カ
ナ
シ
ミ

ソ
モ
ソ
モ
イ
ン
ジ
ト
ガ
メ
ア
ニ

愚
サ
ハ
・
歎
テ
モ
余
ア
リ
。
悲
テ
モ
ア
キ
ダ
ラ
ズ
。
抑
性
ヲ
尤
テ
、
豈

エ
キ

オ
モ
ン
ミ
ル
ラ
イ
シ
ヤ
ヲ
フ

何
ノ
益
ア
ラ
ン
ヤ
。
ソ
レ
惟
二
・
来
者
ノ
追
ヘ
キ
事
ヲ
シ
ラ
ン
ニ
ハ
・
智

者
ノ
ホ
ト
リ
ニ
タ
チ
ョ
リ
テ
。
…

志
学
の
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
も
無
為
に
過
ご
し
た
年
月
を
悔
や
む
記
述
を
成

イ
ン
キ
ヨ
ノ

し
、
巻
第
六
の
第
廿
一
「
隠
居
之
弁
」
に
は
「
蒋
訓
ガ
三
径
。
劉
禺
錫
ガ
随
室
。

何
レ
モ
、
心
ユ
カ
シ
キ
事
ナ
リ
・
」
と
記
す
が
、
「
蒋
訓
ガ
三
径
。
劉
禺
錫
ガ
随

室
。
」
は
『
古
文
真
宝
』
後
集
の
「
辞
類
」
の
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
中
の
「
三

裡
就
し
荒
」
が
拠
っ
た
漢
の
蒋
訓
の
幽
居
の
三
径
と
、
同
じ
く
『
古
文
真
宝
』
後

集
「
銘
類
」
の
劉
禺
錫
の
「
随
室
銘
」
に
拠
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
巻
第
七
の

カ
ク
モ
ン

第
五
「
学
問
之
弁
」
で
は
、
若
年
の
頃
教
化
を
受
け
た
師
が
今
は
浮
世
を
厭
い
、

深
山
の
草
庵
に
住
む
と
聞
い
て
訪
れ
る
冒
頭
の
文
章
、

ヨ
チ
ノ
オ

月
停
ｒ
レ
ー
げ
け
陶
Ｋ
ｒ
ｌ
ｌ
ド
リ
ー
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
伏
陛
ｒ
ｋ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ヲ
挙
上
レ
バ
・
落
葉
空
山
二
満
テ
。
何
レ
ノ
処
二
、
行
路
ヲ
尋
ヌ
ベ
キ
ヤ
、

卜
、
心
モ
ト
ナ
キ
折
節
。
…

そ
の
傍
線
を
施
し
た
箇
所
は
、
『
古
文
真
宝
』
前
集
「
五
言
古
風
短
篇
」
の
草
應

物
の
五
言
律
詩
「
寄
二
全
椒
山
中
道
士
一
」
の
第
二
句
を
暗
に
踏
ま
え
、
直
接
に

第
五
句
か
ら
第
八
句
ま
で
の
次
の
詩
句
に
拠
っ
て
い
る
。

ヨ
ヂ
ノ
ポ

ク
ル
イ
ソ
ソ
ラ
オ
シ

秋
ノ
曰
ノ
蟇
ル
ヲ
急
グ
空
ヲ
惜
ミ
テ
、

け
Ｋ
”
ｌ
吟
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｈ
時
ワ
』
ト
ー
Ｌ
け
汐
峰
Ｗ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
コ
コ
ロ
サ
シ

風
雨
ノ
タ
ヲ
慰
ム
ル
コ
ソ
、
志
ト
ハ

借
ミ
テ
、

遥
二
、

一
ロ
サ
シ

士
心
、
ト
ー
ハ
Ｚ
刊
ハ
Ｊ
／
、

一
樽
ノ
酒
ヲ
持
テ
。
遠
ク

タ
ニ
コ
ケ
ヂ

ト
、
思
ヒ
テ
。
谷
ノ
苔
地
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及
び
、
同
第
十
三
段
の
、

ひ
と
り
灯
の
も
と
に
文
を
ひ
ろ
げ
て
、
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
ぞ
、
…

…
。
忽
念
二
山
中
客
一
（
第
二
句
）
…

遥
持
二
一
盃
酒
一
（
第
五
句
）
遠
慰
二
風
雨
夕
一
（
第
六
句
）

落
葉
満
二
空
山
一
（
第
七
句
）
何
処
尋
二
行
迩
一
（
第
八
句
）

さ
ら
に
こ
の
冒
頭
の
文
章
は
、
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
一
人
の
樵
夫
に
師
の
草
庵

の
在
処
を
問
い
、
漸
く
に
し
て
辿
り
着
い
た
草
庵
の
様
を
描
く
次
の
文
章
へ
と

続
く
。ヤ

ウ
ヤ
ク

カ
ス
カ
イ
ホ
リ

ニ
ワ

漸
タ
ド
リ
行
ヌ
レ
バ
・
幽
ナ
ル
庵
ア
リ
。
ワ
ザ
ト
ナ
ラ
ザ
ル
庭
ノ
面
二
、

ガ
ガ
イ
ハ
ホ
カ
ケ
ヒ
カ
タ
カ
ゲ

巍
々
ダ
ル
巖
ヅ
タ
ヒ
ニ
、
筧
ノ
水
ヲ
ウ
ケ
ッ
ギ
テ
。
山
ノ
片
陰
ニ
ハ
、
ス

オ
ポ

ク
サ

オ
ギ
ハ
ギ
ス
ス
キ
キ
キ
ヤ
ウ
カ
ル
カ
ヤ

コ
シ
作
リ
ナ
セ
ル
、
卜
、
覚
エ
テ
。
秋
ノ
草
々
ニ
ハ
、
荻
萩
薄
桔
梗
刈
萱

オ
ミ
ナ
ヘ
シ
シ
ヲ
ン
リ
ン
ダ
ウ
フ
ヂ
パ
カ
マ
キ
キ
ク
ッ
タ
ク
ッ
ア
サ
ガ
ホ
ヒ
ト
へ
カ
キ

女
郎
花
紫
苑
竜
胆
藺
黄
菊
蔦
葛
蕊
ハ
。
一
重
ノ
垣
二
。
ハ
ヒ
カ
、
リ
。

イ
ト
ナ
ッ
カ
シ
イ
ソ
ア
ン
ナ
イ
コ
ヒ

主
ノ
心
最
懐
ク
テ
、
急
キ
案
内
ヲ
乞
ケ
レ
バ
・

そ
し
て
、
師
と
対
面
し
て
、

ト
ク
ガ
ク
マ
ド
ト
モ
シ
ピ
カ
カ

独
学
ノ
窓
二
燈
ヲ
挑
ゲ
。
見
ヌ
世
ノ
人
ヲ
、
友
ト
シ
侍
レ
ド
モ
。
…

と
我
が
学
問
の
一
向
に
進
ま
ぬ
こ
と
を
語
っ
て
、
こ
の
後
、
師
弟
の
朱
子
学
に

立
脚
し
た
学
問
に
つ
い
て
の
問
答
へ
と
記
述
は
展
開
し
て
い
く
の
だ
が
、
右
の

文
章
は
周
知
の
『
徒
然
草
』
第
十
一
段
の
、

神
無
月
の
比
、
栗
栖
野
と
い
ふ
所
を
過
（
ぎ
）
て
、
あ
る
山
里
に
た
づ
ね

入
（
る
）
事
侍
（
り
）
し
に
、
遥
（
か
）
な
る
苔
の
細
道
を
ふ
み
わ
け
て
、

心
細
く
す
み
な
し
た
る
庵
あ
り
。
木
の
葉
に
埋
も
る
、
懸
樋
の
雫
な
ら
で

は
、
露
お
と
な
ふ
も
の
な
し
。
閼
伽
棚
に
菊
・
紅
葉
な
ど
折
（
り
）
散
ら

し
た
る
、

●
●
●

と
の
文
章
を
踏
ま
え
、
ま
た
引
用
し
て
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。

章
應
物
の
「
寄
二
全
椒
山
中
道
士
匡
は
晩
秋
の
山
中
で
修
行
す
る
仙
客
を
慰

め
主
フ
と
い
う
心
情
を
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
だ
が
、
著
者
は
そ
れ
を
借
り
て
、

晩
秋
の
奥
山
深
く
に
閑
居
し
て
心
清
澄
に
朱
子
の
学
問
を
修
す
る
師
を
慰
め
よ

う
と
す
る
弟
子
の
心
情
と
し
て
表
現
し
て
お
り
、
深
山
に
閑
居
し
て
朱
子
の
学

問
に
専
心
す
る
師
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
の
背
景
に
は
、
や
は
り
、
『
古
文
真

宝
』
前
集
「
五
言
古
風
短
篇
」
に
載
る
朱
子
の
五
言
古
詩
「
雲
谷
雑
詠
」
に
詠

じ
ら
れ
て
い
る
雲
谷
に
幽
居
し
て
読
書
に
専
心
す
る
朱
子
の
姿
が
重
ね
ら
れ
て

い
る
で
あ
る
』
フ
。
そ
の
師
の
山
中
の
草
庵
へ
と
辿
る
弟
子
の
姿
と
師
の
草
庵
閑

居
の
奥
ゆ
か
し
い
様
の
描
写
に
著
者
は
『
徒
然
草
」
第
十
一
段
の
文
章
を
借
り
、

こ
の
奥
ゆ
か
し
い
詩
情
に
包
ま
れ
て
、
師
弟
の
学
問
に
つ
い
て
の
清
談
ｌ
学
問

セ
イ
ダ
ン
チ
ャ
ウ

談
義
が
終
わ
っ
て
、
冒
頭
と
対
応
さ
せ
た
結
び
を
、
「
誠
二
、
先
生
ノ
清
談
ヲ
聴

モ
ン聞

ス
レ
バ
」
と
語
り
出
し
て
い
る
ｌ
が
展
開
す
る
と
い
う
構
成
に
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
っ
た
る
う
と
解
さ
れ
る
。
こ
、
フ
し
た
著
者
の
試
み
は
、
４
の
項
に
指

摘
し
た
『
世
説
新
語
』
と
『
錦
繍
段
』
に
依
拠
し
た
巻
第
九
の
第
一
段
の
冒
頭

に
お
け
る
、
五
月
雨
の
頃
、
窓
下
に
蛍
を
聚
め
て
愛
で
て
い
る
夕
べ
の
草
庵
に

訪
れ
た
心
友
二
人
と
の
閑
談
の
場
の
設
定
と
そ
の
文
章
表
現
に
も
見
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
ま
た
、
世
俗
の
塵
を
離
れ
た
閑
寂
の
境
に
身
を
置
い
て
、
学
問
に

専
心
す
る
と
い
、
フ
イ
メ
ー
ジ
が
、
巻
第
五
の
第
四
段
に
、
『
徒
然
草
』
第
四
十
三

ハ
ナ
レ

段
に
依
拠
し
て
の
、
「
人
ス
ム
里
ヲ
離
テ
」
、
「
漢
語
」
を
読
む
慎
独
の
清
げ
な
る

青
年
学
者
の
姿
と
し
て
も
描
き
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
如
上
の
イ

メ
ー
ジ
は
著
者
自
身
の
か
く
あ
り
た
い
願
望
の
生
成
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ

カ
ク
モ
ン

う
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
は
、
「
学
問
」
に
つ
い
て
弁
じ
る
こ
の
段
を
単
に
師
弟
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の
学
問
談
義
を
問
答
体
で
記
述
す
る
だ
け
で
事
足
れ
り
と
せ
ず
に
、
『
鶴
林
玉

シ
テ
イ
ザ
カ
ク
ワ
カ
ン
セ
イ
ダ
ン

露
』
序
を
踏
ま
え
て
の
「
師
弟
座
客
」
の
「
和
漢
」
に
わ
た
る
「
清
談
」
を
記

し
た
と
す
る
序
の
記
述
に
対
応
さ
せ
て
、
山
居
の
師
を
尋
ね
て
の
学
問
に
つ
い

セ
イ
ダ
ン
チ
ャ
ウ
モ
ン

て
の
師
の
「
清
談
ヲ
聴
問
」
す
る
と
い
、
フ
構
成
を
案
出
し
、
そ
の
た
め
の
冒
頭

の
文
章
を
創
作
し
た
の
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、

著
者
の
こ
の
構
成
の
案
出
と
、
そ
の
た
め
の
冒
頭
の
文
章
の
創
作
は
、
こ
の
作

品
を
『
鶴
林
玉
露
』
や
『
徒
然
草
』
と
同
じ
随
筆
と
し
て
書
く
こ
と
の
著
者
の

意
図
の
現
れ
で
も
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
し
、
さ
ら
に
は
、
著
者
の
言

う
自
身
の
「
素
聞
之
漢
語
」
に
は
詩
文
を
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
詩
心
を
養
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
一
面
を
も
暗
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
著
者
が
『
古
文
真
宝
』
に
拠
っ
た
こ
と
が
最
も
明
ら
か
な
段
は
、
巻

ワ
ウ
ケ
ン
シ
タ
イ
ロ
ウ
イ
ン
ノ
キ

第
十
の
第
五
「
王
元
之
待
漏
院
記
之
弁
」
と
同
巻
の
第
七
「
諫
言
之
弁
」
で
あ

ワ
ウ
ケ
ン
シ
タ
イ
ロ
ウ
イ
ン
ノ
キ

ホ
ポ

る
。
第
五
の
「
王
元
之
待
漏
院
記
之
弁
」
は
「
其
記
を
粗
ヤ
ハ
ラ
ゲ
テ
謂
フ
ニ
」

と
記
し
て
、
『
古
文
真
宝
』
後
集
の
「
記
類
」
所
収
の
王
元
之
の
「
待
漏
院
記
」

の
ほ
ぼ
全
文
の
引
用
と
そ
の
諺
解
よ
り
成
る
（
長
文
に
わ
た
る
か
ら
、
こ
こ
で

は
両
者
の
本
文
を
引
用
し
て
、
そ
の
依
拠
関
係
を
提
示
す
る
こ
と
は
省
略
し
た

い
）
。
ま
た
第
七
の
「
諌
言
之
弁
」
で
は
中
国
の
諫
官
設
置
の
由
来
を
、
同
じ
く

『
古
文
真
宝
』
後
集
「
記
類
」
所
収
の
司
馬
君
實
の
「
諫
院
題
名
記
」
に
依
拠

し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
分
を
掲
げ
る
が
、
著
者
が
依
拠
し

た
部
分
は
傍
線
を
施
し
、
そ
の
依
拠
し
た
「
諫
院
題
名
記
」
の
文
章
の
箇
所
を

示
す
こ
と
に
す
る
。

古
ハ
、
諫
ノ
官
ハ
無
シ
テ
。
｛

キ木
ヲ
立
ラ
レ
タ
リ
。
此
故
二
、

尭
ノ
時
ハ
、

公
卿
大
夫
農
工
商
二
至
マ
デ
。
悉
ク
上
ヲ

カ
ン
／
、
ツ
ヅ
ミ
ヲ
キ
シ
ュ
ン
ヒ
ハ
ウ

敢
諫
ノ
鼓
ヲ
置
。
舜
ハ
誹
誇
ノ

６
、
『
史
記
』
に
依
拠
し
た
段

巻
第
一
の
第
廿
二
「
智
謀
之
弁
」
の
張
良
の
知
謀
の
話
は
『
史
記
」
の
「
留

侯
世
家
」
と
「
准
陰
侯
列
伝
」
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

カ
ン
シ
ン
カ
ウ
ソ

グ
ン
コ
ウ
ツ
ク

セ
イ

韓
信
ガ
、
高
祖
ノ
為
二
軍
功
ヲ
尽
シ
。
漢
ノ
四
年
二
・
斉
ノ
国
ヲ
平
テ
。

カ
リ

ノ
ゾ
ミ

イ
カ
ツ

斉
ノ
仮
ノ
王
ニ
ナ
サ
レ
ョ
カ
シ
、
卜
、
望
シ
時
。
高
祖
怒
テ
、
何
ノ
仮
ノ

（
マ
マ
）

王
ニ
ナ
リ
事
ョ
、
ト
、
云
ハ
ン
ト
シ
給
処
ヲ
。
張
良
盧
テ
。
只
今
、
韓
信

ウ
ラ
ミ
フ
ク
ン
カ
ウ
ウ

ガ
願
ヲ
叶
へ
ザ
ル
時
ハ
・
此
者
、
必
、
恨
ヲ
含
デ
。
項
羽
ヲ
亡
ス
謀
ナ
ル

ア
シ
フ
ン

マ
ジ
キ
、
ト
、
思
う
故
二
・
チ
ャ
ッ
ト
高
祖
ノ
足
ヲ
畷
テ
。
高
祖
ノ
、
右

マ
コ
、
卜

宣
フ
語
二
云
ッ
や
ケ
テ
。
何
ノ
仮
ノ
王
ニ
ナ
リ
事
ョ
。
真
ノ
王
ニ
ナ
リ
ト

モ
、
ナ
シ
タ
マ
ヘ
、
ト
、
申
ダ
ル
也
。

ノ
ニ

テ
ヲ

ス
．
シ
テ
タ
ラ
ン
ト

ル

韓
四
１
年
。
韓
信
破
レ
斉
。
而
欲
三
自
Ｉ
立
為
二
斉
ｌ
王
一
。
漢
王
怒
。
張

ク
ニ
ヲ

ニ
ヲ

（
注
９
）

良
説
二
漢
王
一
使
三
良
授
二
斉
ｌ
王
信
印
一
。
（
留
侯
世
家
）

沙
汰
セ
ョ
、
ト
也
。
何
事
モ
、
国
家
ヲ
利
シ
テ
。
身
ノ
為
二
謀
ラ
ザ
レ
ト

也
。

古
者
諫
無
し
官
。
自
二
公
卿
大
夫
一
、
至
二
干
工
商
一
無
二
不
し
得
し
諫
者
一
・
漢
興

以
来
、
始
置
レ
官
。
…
居
二
是
官
一
者
、
當
下
志
二
其
大
一
、
捨
二
其
細
一
、
先
二
其

急
一
、
後
二
其
緩
一
、
專
利
二
國
家
一
、
而
不
中
爲
レ
身
謀
上
。

；
Ｉ

諫
タ
リ
。
…
漢
ノ
文
帝
ョ
リ
以
来
。
諫
院
ヲ
置
シ
テ
。
賢
良
方
正
ノ
官
ニ

ミ
コ
ト
ノ
チ
ョ
ク
ゲ
ン
カ
ン
ゲ
セ
ン

詔
リ
シ
テ
・
直
言
直
諫
ス
ル
事
ニ
ナ
リ
ヌ
レ
ハ
。
一
向
下
賎
ノ
者
ョ
リ
モ
、

セ
ン
テ
イ

カ
ン
ギ

ッ
カ
ヌ
ゾ
。
…
宣
帝
ノ
時
ョ
リ
、
諫
議
大
夫
ト
云
。
…
少
事
ニ
ハ
、
心
ヲ

（
・
其
急
ヲ
先
ニ
ス
ベ
シ
。
天
下
治
リ
テ
後
ハ
○
細
事
緩
事
ヲ
モ
、
詳
二

ツ
ケ
ズ
シ
テ
。
只
天
下
ノ
ー
大
事
ヲ
治
メ
ン
、
ト
、
思
う
志
。
本
意
ナ
レ
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ノ
ー
シ
テ
ク
ヲ

ヲ
イ
ハ
ニ

ニ
シ
テ
シ

漢
四
年
遂
皆
降
・
平
し
斉
。
使
三
人
言
二
漢
王
一
日
。
斉
偽
ｌ
詐
多
し
変
。

ノ

ノ
カ
タ
セ
リ
ニ
ハ
シ
テ
ノ
ト
テ
セ
ノ
シ
ラ

反
ｌ
覆
之
国
也
。
南
辺
し
楚
。
不
下
為
二
仮
ｌ
王
一
以
鎮
上
之
。
其
勢
不
レ
定
。

ハ
タ
ラ
ン
ト

ニ
ー
ア
一
ア

メ
リ
ニ
ニ
ム
ナ
ン
ヂ
ガ
テ

願
為
二
仮
王
一
。
…
漢
王
大
怒
。
罵
日
。
吾
困
二
於
此
一
。
旦
暮
望
二
若
来

ン
コ
ト
ヲ
ヲ
チ
ス
シ
テ
タ
ラ
ン
ト

フ
ン
テ
ノ
ヲ
テ
ッ
ケ
テ
ニ
テ

佐
▽
我
。
乃
欲
二
自
ｌ
立
為
戸
王
。
張
良
陳
平
踊
二
漢
王
足
一
因
付
し
耳
語

一
一

ア
ラ
ロ
ク
セ
ン
ヤ
タ
ル
コ
ト
ヲ

カ
タ
テ
テ
ク

曰
。
漢
方
不
し
利
・
寧
能
禁
二
信
之
王
一
乎
。
不
し
如
因
而
立
・
善
遇
レ

ミ
タ
メ
ニ
ラ
ン
ハ
ラ
セ
ン

テ
夕

之
。
使
二
自
為
守
一
・
不
し
然
変
生
・
漢
王
亦
悟
。
因
復
罵
日
。
大
ｌ
丈
’

一
ア

ヲ
タ
ラ
ノ
ノ
ミ
ソ
テ
ヲ
セ
ン

『
フ
一
ア
一
ア
ー
ア
『
ブ

夫
定
二
諸
Ｉ
侯
一
。
即
為
二
真
王
一
耳
。
何
以
レ
仮
為
。
遣
下
二
張
良
一
往
立
レ
信

セ
ト

為
中
斉
王
上
。
（
准
陰
侯
列
伝
）

こ
の
他
に
、
巻
第
六
の
第
十
段
、
巻
第
七
の
第
三
段
、
巻
第
十
の
第
七
段
に
と

『
史
記
』
に
依
拠
し
た
記
述
が
指
摘
で
き
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
長
文
に
わ
た
る

た
め
に
、
次
の
指
摘
に
と
ど
め
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
第
六
の
第
十
段
は
、
平
原

君
寵
愛
の
美
人
が
楼
閣
か
ら
鷺
の
男
の
水
を
汲
む
恰
好
を
大
い
に
笑
い
、
た
め

に
こ
の
男
が
そ
の
美
人
の
頭
を
得
た
い
と
訴
え
出
た
が
、
平
原
君
が
こ
の
訴
え

を
拒
絶
す
る
と
、
「
偏
二
、
色
ヲ
愛
シ
テ
、
士
ヲ
賎
シ
メ
リ
」
と
し
て
賓
客
が
平

原
君
の
許
を
去
っ
た
結
果
、
こ
の
美
人
の
首
を
斬
っ
て
、
覧
の
男
の
家
に
出
向

い
て
罪
を
謝
し
た
、
と
す
る
平
原
君
が
武
城
に
封
じ
ら
れ
時
の
逸
話
で
、
「
平
原

君
虞
卿
列
伝
」
に
依
拠
し
、
巻
第
七
の
第
三
段
は
、
前
漢
の
文
帝
が
そ
の
六
年

に
、
旬
奴
と
の
戦
い
に
周
亜
夫
を
将
軍
と
し
て
細
柳
営
に
派
遣
し
た
際
、
軍
士

を
労
い
に
細
柳
営
を
訪
れ
た
文
帝
に
対
し
て
、
「
甲
冑
ノ
武
士
ハ
、
天
子
ヲ
拝
シ

奉
ラ
ズ
。
然
ラ
バ
、
軍
礼
ヲ
以
テ
、
天
子
二
見
エ
奉
ラ
ン
ト
テ
。
少
モ
、
容
ヲ

改
ル
事
」
な
か
っ
た
周
亜
夫
を
、
文
帝
は
こ
れ
を
真
の
将
軍
と
賞
賛
し
た
逸
話

で
、
「
緯
侯
周
勃
世
家
」
に
依
拠
す
る
。
巻
第
十
の
第
七
段
は
、
村
王
を
諌
言
し

て
、
聖
人
の
心
に
あ
る
七
籔
を
見
せ
よ
と
胸
を
解
剖
さ
れ
て
殺
害
さ
れ
た
比
干

７
、
『
小
学
』
に
依
拠
し
た
段

コ
ン
イ
ン

巻
第
二
の
第
十
一
「
婚
姻
之
弁
」
は
『
小
学
』
を
典
拠
と
し
た
記
述
で
あ
る
。

ジ
ン
リ
ン
カ
ウ
ヨ
ウ
ジ
ュ
ノ
キ
ザ
シ
メ
ト

夫
婦
ハ
、
人
倫
ノ
大
綱
。
天
寿
之
萠
ア
リ
。
世
俗
、
妻
ヲ
婆
ル
事
。
甚
夕

早
キ
故
二
・
イ
マ
ダ
、
人
ノ
父
母
ト
ナ
ル
道
ヲ
不
し
知
。
子
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド

ケ
ウ
ク
ハ
ア
キ
ラ
カ

ミ
シ
カ

モ
。
父
母
の
教
化
、
明
ナ
ラ
ズ
シ
テ
。
命
短
キ
者
多
シ
。

シ
テ
ク
ハ
ノ

ス
ル
コ
ト
ダ
シ

王
吉
上
疏
日
、
夫
婦
人
倫
大
綱
、
天
壽
之
萌
也
。
世
俗
嫁
要
太
蚤
。

ダ
ラ
ズ
シ
テ
ル
ノ
ヲ
リ
ヲ
テ
シ
テ
カ
ナ
ラ
シ
ス

未
し
知
下
為
二
人
父
母
一
之
道
上
而
有
し
子
。
是
以
教
化
不
し
明
而
民
多
レ
天

ル
コ
ト

（
注
叩
）

・
含
小
学
』
嘉
言
第
五
）

ハ
カ
ル

ム
コ
ヨ
メ

セ
イ
カ
ウ
カ
ハ
ウ

凡
ソ
、
婚
姻
ヲ
議
ニ
ハ
、
ま
ず
、
其
婿
ト
婦
ト
ノ
。
性
行
家
法
如
何
卜
察

ツ
ツ
シ
ン
ム
コ
エ
ラ

ヨ
メ

ス
ベ
シ
。
世
ノ
人
、
多
ク
謹
デ
、
婿
ヲ
択
フ
事
ハ
ス
レ
ド
モ
。
婦
ヲ
択
フ

イ
ル
ガ
ヤ
ス

事
二
忽
せ
ナ
リ
。
誠
ナ
ル
カ
ナ
。
婿
ハ
、
見
易
フ
シ
テ
。
婦
ハ
、
知
難
シ
。

力
カ

ヒ
タ
ス
ラ

シ
タ

見
易
ク
、
知
難
キ
所
二
鑿
レ
ハ
・
大
二
、
重
キ
所
也
。
只
管
、
冨
貴
ヲ
慕

イ
ヤ
シ
ク

フ
事
ナ
カ
レ
。
婿
筍
モ
賢
ナ
ラ
バ
。
只
今
、
貧
賎
ナ
リ
ト
云
ト
モ
。
何
ノ

ザ
ラ
ン
ヤ
ナ
ラ
セ
ウ

時
ニ
カ
、
豈
不
二
冨
貴
一
・
婿
筍
モ
不
肖
ナ
ラ
バ
。
只
今
、
冨
貴
ナ
リ
ト

セ
イ
ス
イ
ヨ
ル

云
ト
モ
。
何
ノ
時
ニ
カ
、
豈
不
二
貧
賤
一
。
婦
ハ
、
家
ノ
盛
衰
二
由
所
也
。

シ
タ
フ

メ
ト

カ
レ
サ
シ
ハ
サ
ン
ヲ
ツ
ト
カ
ロ
ン

ー
時
ノ
富
貴
ヲ
慕
テ
。
是
ヲ
婆
レ
バ
・
彼
冨
貴
ヲ
挾
デ
。
其
夫
ヲ
軽
ジ
。

キ
ウ
コ
ヲ
ゴ

ス
ク
ナ

シ
ツ
ト

ナ
シ

舅
姑
二
傲
ラ
ザ
ル
者
ハ
鮮
シ
◎
其
上
、
嫉
妬
ノ
性
ヲ
養
成
テ
。
何
レ
ノ
曰

タ
ト
ヘ
パ
サ
イ
ホ
ウ
イ

ゾ
、
患
ヲ
ナ
ス
事
ア
リ
、
仮
令
、
婦
ノ
財
宝
二
因
テ
冨
ヲ
受
。
婦
ノ
威
勢

ジ
ヤ
ウ
フ

タ
レ

ニ
依
テ
、
貴
ヲ
得
ト
モ
。
人
、
丈
夫
ノ
志
。
丈
夫
ノ
気
ア
ラ
バ
・
執
力
能

ハ
ヅ槐

ル
事
ナ
カ
ラ
ン
ヤ
。

ク
ソ
ス
ル
ニ
ハ
ヲ
二
ヅ
ス
ノ
ト
ピ

司
馬
温
公
日
、
凡
議
二
婚
姻
一
、
當
三
先
察
二
其
婿
與
レ
婦
之
性
行
、
及
家
法

の
周
知
の
逸
話
で
、
「
段
本
紀
」
・
「
宋
微
子
世
家
」
に
依
拠
し
て
い
る
。
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８
、
『
論
語
』
及
び
『
論
語
集
注
』
に
依
拠
し
た
段

カ
ク
モ
ン

巻
第
七
の
第
五
「
学
問
之
弁
」
は
理
を
学
ぶ
こ
と
を
論
じ
た
段
で
あ
る
。

ヱ
イ
０

ネ
イ
プ
シ
せ
ウ
ク
ニ
ア
ル
ト
キ
ハ
ミ
チ
ナ
リ
ナ
キ
ト
キ
ハ

孔
子
、
衛
ノ
大
夫
篝
武
士
ヲ
称
ジ
給
ヒ
テ
。
邦
有
し
道
則
知
・
邦
無
レ

グ
ナ
リ
ソ
ノ
ニ
ハ
ペ
シ
ヲ
ヨ
プ
ノ
ニ
ハ

道
則
愚
・
其
知
可
レ
及
也
。
其
愚
不
レ
可
レ
及
、
ト
、
ノ
玉
ヘ
リ
。
我
モ

マ
ツ
タ

シ
リ
ゾ

人
モ
、
世
二
道
ナ
キ
ト
キ
ハ
、
身
ヲ
全
フ
シ
テ
、
退
ク
事
ハ
ア
レ
ド
モ
。

カ
ン
ナ
ン
ス
サ
ケ

ウ
レ
ヘ
マ
ヌ
カ

ッ
ク
チ
カ
ラ

少
シ
モ
、
銀
難
ヲ
不
し
避
・
其
中
二
於
テ
、
患
ヲ
免
レ
。
心
ヲ
尽
シ
、
カ
ヲ

ツ
ク

ス
ク

マ
コ
も
卜

娼
シ
テ
。
其
君
ヲ
済
フ
人
ハ
、
マ
レ
ナ
リ
。
筍
二
、
衛
ノ
文
公
ハ
道
ア
レ

ネ
イ

バ
、
篝
武
士
ガ
ナ
ス
事
モ
、
分
テ
見
ル
ベ
キ
処
ナ
シ
。
成
公
ノ
、
国
ヲ
失

ヲ
カ
レ
ニ
モ
フ
コ
ト
ノ
ヲ
ニ
ナ
ラ
パ
モ
ナ
リ
ト
ン
ゾ
ラ

如
何
一
。
勿
三
筍
慕
二
其
富
貴
一
。
婿
筍
賢
美
、
今
錐
二
貧
賎
一
、
安
知

ン
ヤ
ル
ヲ
ナ
ラ
ニ
ラ
パ
モ
ナ
リ
ト
ン
ゾ
ラ
ン
ヤ
ル

三
異
時
不
二
冨
貴
一
乎
。
筍
為
二
不
肖
一
、
今
錐
二
冨
盛
一
、
安
知
三
異
時
不

ヲ
ナ
ラ

ナ
リ
ツ
テ
ス
ル
ニ
ヒ
テ

ヲ
ラ
バ
ヲ

二
貧
賎
一
乎
。
婦
者
家
之
所
二
由
盛
衰
一
也
。
筍
慕
二
一
時
之
冨
貴
一
而
婆
し
之
、

ミ
ノ
ヲ
シ
ル
ル
コ
ト
ン
ジ
テ
ノ
ヲ
リ
ノ
ニ
セ

彼
挾
二
其
冨
貴
一
、
鮮
レ
有
し
不
下
輕
二
其
夫
一
而
傲
二
其
舅
姑
一
養
中
成
蛎
妬
之

ヲ

ス
コ
ト
ヲ
ゾ
ラ
ン
ヤ

タ
ト
ヒ
リ
テ
ノ
ー
テ
シ
ヲ
リ
テ
ノ

性
上
。
異
日
爲
レ
患
、
庸
有
レ
極
乎
、
借
使
因
二
婦
財
一
以
致
レ
冨
、
依
二
婦
勢

二
テ
ル
ト
モ
ヲ
ク
モ
ル

ハ
ク
カ
ラ
ン
ヤ
ヅ
ル

｜
以
取
レ
貴
、
筍
有
二
丈
夫
之
志
氣
一
者
、
能
無
し
槐
乎
。
含
小
学
』
嘉

言
第
五
）

カ
ク
モ
ン

ま
た
、
巻
第
七
の
第
五
「
学
問
之
弁
」
の
最
後
も
次
の
ご
と
く
依
拠
す
る
。

ハ
ン
プ
ン
セ
イ
コ
ウ
イ
マ
シ
メ
テ
シ
テ
イ
ヲ
ク
イ
ヘ
ト
モ
シ
イ
グ
ナ
リ
ト
セ
ム
ル
ヲ
ト
キ
ハ
ア
キ
ラ
カ
ニ
ト
モ
ト
ソ
ウ

萢
文
正
公
戒
二
子
弟
一
日
、
人
錐
二
至
愚
一
責
し
人
則
明
・
雌
し
有
二
聡

メ
イ
オ
モ
ン
ハ
カ
ル
レ
ヲ
ト
キ
ン
ハ
ク
ラ
シ
ナ
ン
チ
ラ
タ
ダ
ッ
ネ
ニ
テ
ル
ノ
ヲ
メ
ヲ
ノ
レ
ヲ
オ
モ
ン
ハ
カ
ル

明
一
恕
レ
己
則
昏
・
爾
曹
但
常
以
二
責
し
人
之
心
一
責
し
己
・
恕
レ

ヲ
ル
コ
ト
ヲ
ヲ
シ
ウ
レ
ヘ
ル
コ
ト
ヲ
イ
タ
ラ
ノ
ー

己
之
心
恕
戸
人
。
不
し
患
し
不
し
到
二
聖
賢
地
位
一
、
ト
、
イ
ヘ
リ
。

メ
テ
ヲ
ク
モ
ト
ム
レ
パ
ヲ
チ
カ
ニ
モ
リ
ト

萢
忠
宣
公
、
戒
二
子
弟
一
日
、
人
雛
二
至
愚
一
、
責
し
人
則
明
、
錐
し
有
二
聡
明
一
、

ス
レ
バ
ヲ
チ
シ
ナ
ン
ヂ
ラ
タ
ダ
ニ
テ
ム
ル
ノ
ヲ
メ
ヲ
ス
ル
ヲ
モ
テ
セ
パ
ヲ

恕
レ
己
則
昏
。
爾
曹
但
常
以
二
責
し
人
之
心
↓
責
し
己
、
恕
レ
已
之
心
恕
レ
人
、

ヘ
ル
ヲ
ラ

ー
ー

不
し
患
し
不
し
到
二
聖
賢
地
位
一
也
。
二
小
学
』
嘉
言
第
五
）

ア
ヘ
ズ
シ
リ
ゾ
カ
ア
ト
ク
ラ
フ

フ
ニ
至
テ
ハ
、
敢
テ
不
し
退
、
跡
ヲ
晦
シ
テ
、
其
能
ヲ
ア
ラ
ハ
サ
ズ
。
此

愚
ニ
ハ
及
上
難
キ
処
ナ
リ
。

子
日
、
篝
武
子
、
邦
有
し
道
則
知
。
邦
無
し
道
則
愚
。
其
知
可
レ
及
也
。
其
愚

不
レ
可
レ
及
也
。
○
蜜
武
子
、
…
衛
大
夫
。
…
武
子
仕
レ
衛
、
當
二
文
公
成
公

之
時
一
・
文
公
有
し
道
、
而
武
子
無
二
事
可
彦
見
。
此
其
知
之
可
レ
及
也
。
成
公

無
し
道
、
至
二
於
失
ア
國
。
而
武
子
周
二
旋
其
間
一
、
蓋
し
心
娼
レ
カ
、
不
し
避
二
銀

瞼
一
凡
其
所
し
虚
、
皆
知
巧
之
士
所
二
深
避
而
不
蕨
肯
し
爲
者
、
而
能
卒
保
二
其

身
一
以
濟
二
其
君
一
。
此
其
愚
之
不
レ
可
レ
及
也
。
○
程
子
日
、
邦
無
し
道
、
能

沈
晦
以
免
レ
患
。
故
日
し
不
し
可
レ
及
也
。
亦
有
二
不
し
當
レ
愚
者
一
。
含
論
語
」

（
注
、
）

公
冶
長
篇
、
及
び
そ
の
『
論
語
集
注
』
の
注
釈
）

そ
し
て
、
他
に
宝
聖
聖
及
び
『
論
語
集
注
』
を
典
拠
と
し
た
段
は
巻
第
一
の

セ
ウ
レ
ッ

第
六
「
朋
友
交
之
弁
」
、
同
巻
の
第
七
「
学
道
勝
劣
之
弁
」
、
同
巻
の
第
十
三
「
風

俗
専
要
之
弁
」
中
の
次
の
各
記
述
が
あ
る
。
ま
ず
巻
第
一
の
第
六
の
記
述
、

イ
ト
シ
タ
シ
モ
ト
メ

カ
ヘ
ッ

リ
。
聞
モ
ノ
厭
上
。
親
ミ
ヲ
求
ン
、
ト
シ
テ
、
反
テ
、
ウ
ト
ン
ぜ
ラ
ル
。

壼
二
其
心
一
以
告
し
之
、
善
二
其
説
一
以
道
し
之
、
不
可
則
止
。
若
以
數
而
見
レ
疎
、

則
自
辱
芙
（
『
論
語
』
顔
淵
篇
の
「
子
貢
問
し
友
…
」
の
朱
注
）

セ
ウ
レ
ッ

同
巻
の
第
七
「
学
道
勝
劣
之
弁
」
は
、
伊
川
が
当
時
の
学
問
を
三
分
類
し
、
そ

の
中
で
儒
者
の
学
を
最
も
価
値
あ
る
も
の
と
定
め
た
論
を
俗
解
し
て
引
用
し
た

記
述
を
基
と
し
て
い
る
。
そ
の
記
述
に
『
論
語
』
及
び
『
論
語
集
注
』
か
ら
、

次
の
引
用
を
加
え
て
成
し
た
段
で
あ
る
。

イ
ニ
シ
ヘ
ノ
カ
ク
シ
ヤ
ハ
タ
メ
ニ
ス
ヲ
ノ
レ
カ
ス
レ
ハ
ナ
リ
エ
ン
ト
コ
レ
ヲ
ヲ
ノ
レ
ニ

○
伊
川
ノ
云
。
…
又
云
。
古
之
学
者
為
二
己
・
欲
し
得
二
之
於
己
一
也
。

ヒ

サ
イ

イ
０
ヨ
イ
，
ヨ

朋
友
非
ア
ル
時
ハ
、
再
三
諫
テ
。
ョ
キ
ホ
ド
ニ
ス
ベ
キ
ヲ
。
此
人
弥
近

カ
ロ

ヅ
キ
シ
タ
シ
マ
ン
、
ト
、
思
ヒ
テ
。
諫
テ
諫
ス
ゴ
せ
（
・
云
モ
ノ
軽
ク
ナ
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然
ハ
、
仮
初
ニ
モ
。
里
ハ
仁
ア
ル
ヲ
ョ
シ
ト
シ
テ
。
択
デ
仁
厚
ノ
風
俗
ニ

ー
セ
キ
ア
ク
ョ
ワ
ウ
ぜ
ン
ぜ
ン
シ
ャ
ク
ゼ
ン
ョ
ケ
イ
キ
タ

交
ラ
バ
・
積
悪
ノ
余
映
、
漸
々
二
去
テ
。
積
善
ノ
余
慶
、
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
来

ル
ヘ
シ
。

こ
の
傍
線
部
分
は
『
論
語
』
里
仁
篇
の
「
子
日
、
里
し
仁
爲
レ
美
」
の
一
句
と
そ

の
『
論
語
集
注
』
の
朱
注
「
里
有
二
仁
厚
之
裕
一
爲
レ
美
。
」
に
拠
る
。

さ
ら
に
巻
第
三
の
第
一
「
理
気
之
弁
」
に
引
か
れ
る
次
の
一
句
も
、
『
論
語
』

子
張
篇
の
「
子
夏
日
、
小
人
之
過
也
必
文
」
に
依
拠
し
て
い
る
。

ア
ヤ
マ

カ
ザ

小
人
ノ
過
チ
ハ
、
必
、
文
ル
、
卜
、
イ
ヘ
ル
事
。
誠
ニ
コ
ソ
覚
侍
レ
。

イ
マ
ノ
ハ
ニ
ス
ノ
ス
レ
ハ
ナ
リ
レ
ン
ト
シ
ラ
二

今
之
学
者
為
し
人
。
欲
し
見
レ
知
二
於
人
一
也
。

程
子
日
、
爲
レ
己
、
欲
し
得
二
之
於
已
一
也
。
爲
レ
人
、
欲
し
見
レ
知
二
於
人
一
也
。

含
論
語
』
憲
問
篇
の
「
子
日
、
古
之
学
者
…
」
の
朱
注
）

○
論
語
ニ
モ
、
行
コ
ト
ヲ
其
言
ョ
リ
先
ニ
セ
ョ
、
ト
コ
ソ
見
エ
タ
リ
。

子
貢
問
二
君
子
一
・
子
日
、
先
行
二
其
言
一
、
而
後
從
し
之
。
含
論
語
』
為
政
篇
）

ガ
ン
シ
カ
キ
ン
ハ
シ
テ
ヘ
ナ
ル
カ
グ
ハ
イ
ヘ
ト
モ
ヲ
シ
フ
ト
ナ
シ
ヱ
キ
ヨ
ウ
ノ
モ

○
顔
子
家
訓
ニ
モ
、
上
智
不
し
教
而
成
、
下
愚
錐
し
教
無
し
益
、
中
庸
之
人

ヲ
シ
ヘ
ズ
シ
ラ

ヨ
リ
ヨ
ク

ツ
ト
メ

マ
モ
ル
ソ
ウ

不
し
教
不
レ
知
ト
ア
レ
バ
、
余
力
ア
ル
則
ハ
学
ヲ
勤
ョ
、
身
ヲ
守
ニ
ハ
、
曾

セ
ウ

シ
ク
ハ
ン
サ
シ

子
ガ
三
省
。
人
ヲ
見
ニ
ハ
、
視
観
察
。

ハ
シ
テ
ヘ
ル
ハ
モ
モ
コ
ト

「
顔
子
家
訓
』
教
子
篇
の
冒
頭
句
の
「
上
ｌ
智
不
レ
教
而
成
下
ｌ
愚
錐
レ
教
無

、
ン

ハ
レ
ハ
ヘ
ラ

ヨ
町
″
ヨ
ケ
〆

し
益
、
中
ｌ
庸
之
１
人
不
し
教
不
レ
知
也
」
の
引
用
に
続
く
、
「
余
力
ア
ル
則
ハ
学

ツ
ト
メ

ヲ
勤
ョ
」
は
「
子
日
、
弟
子
入
則
孝
、
…
有
二
餘
力
一
則
以
學
レ
文
」
含
論
語
』
学

シ
ク
ハ
ン
サ
ッ

而
篇
）
に
拠
り
、
「
人
ヲ
見
ニ
ハ
、
視
観
察
」
と
言
う
の
は
、
「
子
日
、
視
二
其
所

蕨
以
、
観
二
其
所
杉
由
、
察
二
其
所
彦
安
、
人
焉
厘
哉
。
人
焉
厘
哉
」
含
論
語
』
為
政

セ
ウ

篇
）
に
拠
り
、
「
曾
子
ガ
三
省
」
は
『
論
語
』
学
而
篇
周
知
の
一
句
で
あ
る
。

ま
た
同
巻
の
第
十
三
の
次
の
記
述
、

カ
リ
ソ
メ

９
、
『
孟
子
』
『
孟
子
集
註
』
及
び
『
性
理
字
義
』
に
依
拠
し
た
段

マ
ジ
ハ
ル
リ
ン
ゴ
ク
ニ

著
者
は
、
既
に
巻
第
六
の
第
二
十
「
交
二
隣
国
一
弁
」
の
段
に
、
『
孟
子
』
梁

恵
王
章
句
下
に
載
る
齊
宣
王
の
隣
国
に
交
わ
る
道
を
問
う
条
々
を
祖
述
し
て
い

る
が
、
前
項
に
取
り
上
げ
た
巻
第
十
の
第
七
「
諫
言
之
弁
」
に
は
、
『
害
経
』
益

稜
篇
に
拠
る
「
君
卜
臣
ト
、
躰
ヲ
一
ツ
ニ
ス
ル
事
ハ
、
君
ヲ
元
首
ト
名
ケ
テ
、

頭
ニ
タ
ト
ヘ
・
臣
ヲ
股
肱
卜
云
テ
、
手
足
ニ
タ
ト
フ
・
」
と
い
う
君
臣
の
関
係
に

関
す
る
記
述
に
も
、
『
孟
子
』
に
依
拠
し
た
記
述
を
二
箇
所
指
摘
で
き
る
。

①
カ
ヲ
以
、
人
ヲ
服
ス
ル
者
ハ
、
心
二
服
シ
タ
ル
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
是
、
力
ノ

ヨ
ロ
コ

不
し
膳
所
也
。
徳
ヲ
以
、
人
ヲ
服
ス
ル
者
ハ
、
心
中
悦
ン
デ
。
誠
二
販
服
ス
。

七
十
人
ノ
弟
子
ノ
、
孔
子
二
服
ス
ル
ガ
ク
。
東
西
南
北
ョ
リ
、
思
テ
販
服

セ
ズ
、
ト
、
云
事
ナ
シ
ト
カ
ヤ
。

孟
子
日
、
…
以
レ
カ
服
し
人
者
、
非
二
心
服
一
也
。
力
不
レ
膳
也
。
以
レ
徳
服
レ
人

者
、
中
心
悦
而
誠
服
也
。
如
三
七
十
子
之
服
二
孔
子
一
也
。
詩
云
、
自
レ
西
自

カ
ク
モ
ン

巻
第
七
の
第
五
「
学
問
之
弁
」
で
も
、

ノ
コ
ノ
ン
テ
ヲ
ピ
ン
ニ
シ
テ
メ
テ
テ
ヲ
ル
カ
ウ
セ
ワ
ガ
ウ
レ
ヘ

孔
子
日
、
好
し
古
敏
求
学
レ
之
不
レ
講
、
是
吾
憂
也
。
小
子
ヲ
教
テ
、

シ

ハ
ク
ギ
ョ
ヲ
シ

シ
ウ
ナ
ン
セ
ウ

詩
を
学
バ
シ
メ
。
伯
魚
ヲ
訓
ヘ
テ
、
周
南
召
南
ヲ
マ
ナ
バ
シ
メ
。

と
の
記
述
は
次
に
掲
げ
る
『
論
語
』
各
篇
か
ら
の
記
述
に
依
拠
す
る
の
で
あ
る
。

子
日
、
我
非
二
生
而
知
し
之
者
一
。
好
し
古
、
敏
以
求
し
之
者
也
。
含
論
語
』
述

而
篇
）

子
日
、
小
子
、
何
莫
レ
學
二
夫
詩
一
・
詩
可
二
以
興
一
、
可
二
以
観
一
、
可
二
以
臺
一
、

可
二
以
怨
一
…
含
論
語
』
陽
貨
篇
）

子
謂
二
伯
魚
一
日
、
女
爲
二
周
南
召
南
一
美
乎
。
…
含
論
語
』
陽
貨
篇
）
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ヲ
ヨ
ソ
イ
サ
メ

ピ
ヤ
ッ
コ
ッ
ウ

さ
て
、
右
に
続
い
て
は
、
「
凡
、
諫
二
五
ア
リ
。
白
虎
通
二
見
へ
タ
リ
・
」
と

し
て
『
白
虎
通
』
巻
二
「
諫
靜
」
に
依
拠
し
て
記
述
さ
れ
、
再
び
『
書
経
』
説キ

命
篇
上
野
「
木
從
レ
縄
則
正
、
后
從
レ
諫
則
聖
。
」
を
引
用
し
て
、
「
書
ニ
モ
、
木

シ
タ
ガ
フ
ゼ
ウ
ニ
ト
キ
ン
ハ
タ
ダ
シ
キ
ミ
フ
イ
サ
メ
ニ
ハ
セ
イ

從
レ
縄
則
正
、
后
従
レ
諫
則
聖
ナ
リ
、
ト
コ
ソ
見
エ
タ
レ
」
と
記
す
。

ま
た
、
前
述
し
た
巻
七
の
五
「
学
問
之
弁
」
に
は
、
弟
子
の
天
、
命
、
情
、

意
志
、
才
の
い
か
ん
の
問
い
に
対
し
て
、
『
孟
子
集
註
』
と
『
性
理
字
義
』
に
依

拠
し
た
師
の
答
え
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
そ
の
依
拠
の
様
相
を
各
々
示
す
。

ノ

ト
コ
ロ
ノ
ヨ
ッ
テ
ル

天
…
朱
子
日
、
天
者
理
之
所
二
従
出
一
者
也
。

（
注
喝
）

天
者
理
之
所
二
従
出
一
者
也
。
（
『
孟
子
集
註
』
の
尽
心
章
句
上
の
朱
注
）

命
…
命
ハ
生
ノ
長
短
ト
ア
リ
。

妖
壽
命
之
長
短
也
。
亀
孟
子
集
註
』
の
尽
心
章
句
上
の
朱
注
）

情
…
側
隠
差
悪
辞
譲
是
非
ハ
情
ナ
リ
。
側
ハ
、
傷
メ
ル
事
ノ
切
ナ
ル
ヲ
云
。

隠
ハ
、
痛
ノ
深
ヲ
云
。
…
差
ハ
、
己
レ
ガ
不
善
ヲ
恥
ル
ナ
リ
。
辞
ハ
、
己

ヲ
去
テ
。
讓
ハ
、
以
、
人
二
与
ル
ナ
リ
。
是
ハ
、
其
善
ヲ
知
テ
是
ナ
リ
。

．
（
注
吃
）

し
東
、
自
レ
南
自
レ
北
、
無
二
思
不
ワ
服
。
此
之
謂
也
。
（
公
孫
丑
章
句
上
）

②
君
ノ
臣
ヲ
視
ル
事
、
手
足
ノ
如
ク
ナ
ル
ト
キ
ハ
、
臣
ノ
、
君
ヲ
視
ル
事
、

腹
心
ノ
如
ク
ナ
リ
。
君
ノ
臣
ヲ
視
ル
事
、
犬
馬
ノ
如
ク
ス
ル
時
ハ
、
臣
ハ

君
ヲ
視
ル
事
、
国
人
ノ
如
ク
ナ
リ
。
君
ノ
臣
ヲ
視
ル
事
、
土
芥
ノ
如
ク
ス

ル
ト
キ
ハ
、
臣
ノ
、
君
ヲ
視
事
、
冠
譽
ノ
如
ク
思
う
モ
ノ
也
。

孟
子
告
二
齊
宣
王
一
日
、
君
之
視
し
臣
如
二
手
足
一
、
則
臣
視
し
君
如
二
腹
心
一
・

君
之
視
し
臣
如
二
犬
馬
一
、
則
臣
視
し
君
如
二
國
人
一
。
君
之
視
し
臣
如
二
土
芥
一
、

則
臣
視
し
君
如
二
冠
儲
一
。
（
離
婁
章
句
下
）

非
ハ
、
其
悪
ヲ
知
テ
非
ナ
リ
ト
ナ
ス
。

側
傷
之
切
也
。
隠
痛
之
深
也
。
…
差
、
恥
己
之
不
善
也
。
：
・
群
、
解
使
去

己
也
。
讓
、
推
以
與
人
也
。
是
、
知
其
善
而
以
爲
是
也
。
非
、
知
其
悪
而

以
爲
非
也
。
合
孟
子
集
註
』
の
公
孫
丑
章
句
上
の
朱
注
）

こ
れ
に
続
け
て
、
『
孟
子
』
公
孫
丑
章
句
上
の
「
不
忍
人
之
心
」
の
条
の
四
端
の

説
を
引
き
、
そ
し
て
次
の
よ
箒
フ
に
弁
じ
る
。

物
事
ヲ
、
智
ヲ
以
知
ハ
、
心
ナ
リ
。
性
ハ
、
心
ノ
理
ニ
シ
テ
、
情
ハ
性
ノ

用
也
。
心
ハ
、
性
情
ノ
主
ナ
リ
。
性
感
シ
テ
、
情
ト
ナ
ル
。

こ
れ
は
『
性
理
字
義
』
心
の
項
の
「
論
三
心
爲
二
性
情
之
主
一
」
の
、

（
注
皿
）

文
公
日
。
性
者
。
心
之
理
。
情
者
。
心
之
用
。
心
者
。
性
情
之
主
。

及
び
『
性
理
字
義
』
情
の
項
の
「
論
二
情
與
レ
性
相
對
一
」
の
、

性
感
而
遂
通
。
是
情
。

に
依
拠
す
る
記
述
で
あ
る
。

意
志
…
意
ハ
心
ノ
所
し
発
ナ
リ
。
…
志
ハ
心
所
し
之
ナ
リ
。
又
云
、
志
ハ
大

将
ナ
リ
。

こ
れ
は
『
大
学
章
句
』
の
朱
注
「
意
心
之
所
レ
発
也
・
」
に
拠
る
と
と
も
に
、
『
孟

子
集
註
』
の
公
孫
丑
章
句
上
の
朱
注
の
、

志
固
心
之
所
し
之
。
而
爲
氣
之
將
帥
。

に
拠
り
、
ま
た
、
「
才
」
に
つ
い
て
の
次
の
記
述
、

才
…
オ
ハ
人
ノ
能
ナ
リ
。

こ
れ
の
拠
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

才
猶
材
質
。
人
之
能
也
。
合
孟
子
集
註
』
の
告
子
章
句
上
の
朱
注
）



-15-

素
二
富
貴
一
、
行
二
乎
富
貴
一
。
素
二
貧
賎
一
、
行
二
乎
貧
賎
一
。
素
二
夷
狄
一
、
行

二
乎
夷
狄
一
・
素
二
患
難
一
、
行
二
乎
患
難
一
・
君
子
無
三
入
而
不
二
自
得
一
焉
。
在

二
上
位
一
不
し
陵
し
下
。
在
二
下
位
一
不
し
援
レ
上
。
正
し
己
而
不
レ
求
二
於
人
一
、
則

（
注
巧
）

無
し
怨
。
上
下
し
怨
レ
天
。
下
不
レ
尤
レ
人
。

と
こ
ろ
で
、
延
宝
三
年
、
天
和
元
年
、
元
禄
九
年
の
書
籍
目
録
に
は
「
為
人

紗
中
江
与
右
衛
門
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
中
江
与
右
衛
門
、
即
ち
中
江
藤

樹
で
あ
る
と
い
う
こ
の
書
籍
目
録
の
著
者
名
の
真
偽
を
明
白
に
す
る
必
要
が
あ

り
そ
う
で
あ
る
。
藤
樹
の
没
年
は
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
、
『
為
人
紗
」
の
成

立
は
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
、
藤
樹
没
し
て
十
一
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
『
藤

樹
先
生
年
譜
」
に
も
本
書
『
為
人
紗
』
執
筆
の
記
事
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
現

加
、
『
中
庸
」
並
び
に
『
中
庸
章
句
』
に
依
拠
し
た
段

オ
コ
ナ
フ
ソ
ヲ

巻
第
一
の
第
十
六
「
君
子
行
し
素
学
之
弁
」
の
次
の
記
述
、

ソ
″
コ
ヵ
″

ケ
ン
サ
イ

カ
ク
ア
レ
バ
、
君
子
ノ
素
行
ノ
学
二
入
タ
キ
事
ナ
リ
。
素
ヲ
以
、
見
在
ト

フ
ウ
キ

ヒ
ン
セ
ン

註
ス
。
…
富
貴
ナ
レ
バ
、
富
貴
ノ
位
二
、
身
ヲ
行
上
。
貧
賎
ナ
レ
バ
、
貧

イ
テ
キ

イ
テ
キ

ケ
ン
ナ
ン

賎
ヲ
行
上
。
夷
狄
ニ
ア
レ
バ
、
夷
狄
ヲ
行
上
。
患
難
ナ
レ
バ
、
患
難
ヲ
行

ジ
ト
ク

ヒ
テ
。
道
二
入
テ
ハ
、
富
貴
貧
賎
夷
狄
患
難
ヲ
、
皆
自
得
ス
。
是
故
二
・

イ
キ
ホ
タ
ノ

シ
ノ
グ

上
位
ニ
在
テ
、
勢
ヒ
ヲ
侍
ミ
。
下
ヲ
凌
ノ
心
ア
ラ
ザ
レ
ハ
・
高
ケ
レ
ド
モ

ア
ヤ
ウ

マ
ゲ
ヒ
ク
ヒ
キ

危
カ
ラ
ズ
。
下
位
ニ
在
テ
。
己
ヲ
狂
テ
、
上
ヲ
援
ノ
心
ナ
ケ
レ
バ
・
畢
ケ

ヤ
ス
ラ

サ
ル
モ
ト
メ
ト
キ
ン
カ
ミ

レ
ド
モ
安
カ
ニ
シ
テ
。
己
ヲ
正
フ
シ
テ
、
人
二
不
し
求
則
（
・
上
、
天
ヲ

ウ
ラ
ム

ト
ガ
ム

怨
ル
事
ナ
ク
。
下
、
人
ヲ
尤
ル
コ
ト
モ
ナ
シ
。

ケ
ン
サ
イ

「
素
ヲ
以
、
見
在
ト
註
ス
」
と
言
う
の
は
『
中
庸
章
句
』
朱
註
の
「
素
、
猶
見

フ
ウ
キ

在
也
」
に
拠
り
、
「
富
貴
ナ
レ
バ
、
…
」
は
『
中
庸
』
の
よ
く
知
ら
れ
た
次
の
文

章
に
拠
る
。

在
に
お
い
て
も
最
も
信
頼
に
足
る
と
言
わ
れ
て
い
る
藤
樹
書
院
刊
の
『
藤
樹
先

生
全
集
』
に
も
本
作
品
は
収
録
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
、
『
小
学
』
、
『
論
語
』

及
び
『
論
語
集
注
』
、
『
孟
子
』
及
び
『
孟
子
集
註
』
、
『
性
理
字
義
』
、
『
中
庸
』
、

『
中
庸
章
句
』
を
著
者
が
典
拠
と
し
た
事
実
は
、
著
者
の
立
脚
す
る
学
統
が
朱

子
学
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
し
、
巻
第
七
の
五
「
学
問
之
弁
」
に
は
、

弟
子
の
「
我
」
が
師
の
朱
子
の
『
大
学
章
句
』
と
『
大
学
或
問
』
に
拠
る
「
大

コ
ノ
コ
ロ
テ
ン
シ
ウ
ロ
ク
ヒ
ラ
キ
ミ

シ
ヤ
ウ

学
』
の
三
綱
領
の
講
釈
を
聴
き
、
「
頃
伝
習
録
ヲ
被
閲
レ
バ
・
致
知
格
物
ノ
章

二
至
テ
・
」
と
王
陽
明
の
『
伝
習
録
』
の
格
物
致
知
論
を
引
用
し
て
、
『
大
学
章

句
』
の
格
物
致
知
論
へ
の
疑
問
を
提
示
す
る
の
に
対
し
て
、
師
は
王
陽
明
の
格

物
致
知
論
を
否
定
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
述
す
る
の
で
あ
る
。

ワ
ウ
ヤ
ウ
メ
イ
ア
ヤ
マ
リ
ト
メ
テ

カ
ク
プ
ッ
ム
ネ
ヲ

其
事
ニ
テ
侍
ル
。
是
ハ
、
王
陽
明
錯
Ｊ
認
程
子
朱
子
格
物
之
旨
一
・
其
説

ヲ
ノ
カ
カ
ハ
ル
ニ
ク

ペ
ッ
シ
ユ
カ
ン
イ

ナ
シ

ノ
己
レ
ニ
拘
コ
ト
ヲ
悪
ン
デ
。
別
に
一
種
簡
易
ノ
説
ヲ
作
テ
。
是
二
、
カ

ツ
ト
メ
モ
ト

ザ
シ

ヘ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
サ
レ
バ
、
勤
求
ム
ル
コ
ト
ヲ
ス
ル
事
無
シ
テ
。
坐
ナ

メ
ウ

ガ
ラ
、
本
心
ノ
妙
ヲ
得
ベ
キ
ヤ
。
当
世
ノ
士
ダ
ル
者
、
是
ヲ
聞
テ
。
多
ク

ヤ
マ
ヒ

ム
ラ
ガ
ア
ッ
マ
イ
チ
ワ

ハ
。
コ
レ
ト
病
ヲ
同
ス
ル
者
ア
リ
。
是
二
因
テ
、
群
リ
集
リ
ー
和
同
心
シ

マ
コ
ト
セ
イ
ケ
ン
マ
タ

タ
ツ
ト

テ
。
真
ノ
聖
賢
復
世
二
出
タ
ル
ヤ
ウ
ニ
、
是
ヲ
貴
フ
。
彼
ガ
病
ハ
、
程
朱

今
日
一
物
ニ
イ
タ
リ
。
明
日
、
又
、
一
物
二
至
ル

こ
こ
に
読
者
は
著
者
の
学
問
が
朱
子
の
学
統
に
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
の
明
確

な
主
張
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
著
者
の
学
問
は
陽
明
学
に
立
脚

す
る
中
江
藤
樹
の
儒
学
と
は
相
容
れ
な
い
の
で
あ
る
。
書
籍
目
録
の
本
書
の
著

者
は
中
江
与
右
衛
門
と
い
う
記
載
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

著
者
の
言
う
著
者
の
筆
に
な
る
「
素
聞
之
漢
語
」
の
部
分
に
つ
い
て
の
残
し

た
典
拠
の
指
摘
は
、
紙
数
の
都
合
上
、
後
日
再
び
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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注

（
１
）
本
文
引
用
は
『
假
名
草
子
集
成
』
（
東
京
堂
出
版
刊
、
昭
和
弱
年
）

第
五
巻
所
収
の
「
為
人
紗
」
に
拠
っ
た
。

（
２
）
本
文
引
用
は
『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
』
第
八
集
（
汲
古
書
院
刊
、

昭
和
銘
年
）
所
収
の
「
鶴
林
玉
露
」
に
拠
っ
た
。

（
３
）
『
文
芸
研
究
』
第
Ⅲ
集
（
日
本
文
芸
研
究
会
刊
、
平
成
７
年
９
月
）

所
収
の
拙
稿
「
『
為
人
紗
』
の
方
法
」
参
照
。

（
４
）
本
文
引
用
は
中
国
古
典
新
書
の
棚
町
達
也
著
『
蒙
求
』
（
明
徳
出
版

社
刊
、
昭
和
鳴
年
）
に
拠
っ
た
。

（
５
）
本
文
引
用
は
『
近
世
文
学
資
料
類
従
・
仮
名
草
子
編
皿
』
（
勉
誠
社

刊
、
昭
和
卿
年
）
所
収
の
「
明
心
宝
鑑
」
に
拠
っ
た
。

（
６
）
本
文
引
用
は
『
新
釈
漢
文
大
系
泥
』
（
明
治
書
院
刊
、
昭
和
弱
年
）

刊
、
昭
和
卿
年
）
所
収
の
「
明
心
宝
鑑
」
に
拠
つ
ゞ

（
６
）
本
文
引
用
は
『
新
釈
漢
文
大
系
泥
』
（
明
治
害

所
収
の
目
加
田
誠
著
「
世
説
新
語
」
下
に
拠
っ
た
。

（
７
）
本
文
引
用
は
久
富
哲
雄
編
解
題
『
影
印
仮
名
一

詩
・
古
文
真
寶
』
（
ク
レ
ス
出
版
刊
、
１
９
９
２
年
）

（
７
）
本
文
引
用
は
久
富
哲
雄
編
解
題
『
影
印
仮
名
つ

（
８
）
本
文
引
用
は
『
新
釈
漢
文
大
系
９
．
刑
・
略
』
（
明
治
書
院
刊
、
昭

和
岨
年
）
所
収
の
星
川
清
孝
著
「
古
文
真
宝
前
集
・
後
集
」
に
拠
っ
た
。

（
９
）
本
文
引
用
は
延
宝
二
年
の
八
尾
甚
四
郎
友
春
重
刊
『
新
刻
校
正
史

記
評
林
」
（
秋
田
工
業
高
等
専
門
学
校
図
書
館
所
蔵
）
の
『
史
記
』
本
文

記
評
林
』
一

き
錦
繍
段
・
三
禮

詩
・
古
文
真
寶
」
（
ク
レ
ス
出
版
刊
、
１
９
９
２
年
）
所
収
の
元
和
二
年

（
町
）
本
文
引
用
は
『
新
釈
漢
文
大
系
３
』
一

所
収
の
宇
野
精
一
著
「
小
学
」
に
拠
っ
た
。

（

に
拠
っ
た
。

版
「
錦
繍
段
」
に
拠
っ
た
。

明
治
書
院
刊
、
昭
和
仙
年
）

（
Ⅱ
）
本
文
引
用
は
商
務
印
書
館
蔵
板
の
『
論
語
集
注
』
の
「
論
語
」
と

そ
の
「
集
注
」
に
拠
っ
た
。

（
皿
）
本
文
引
用
は
『
新
釈
漢
文
大
系
４
』
（
明
治
書
院
刊
、
昭
和
師
年
）

所
収
の
内
野
熊
一
郎
著
「
孟
子
」
に
拠
っ
た
。

（
昭
）
本
文
引
用
は
『
朱
子
学
大
系
』
第
八
巻
『
四
書
集
注
（
下
）
』
（
明

徳
出
版
社
刊
、
昭
和
⑲
年
）
所
収
の
「
孟
子
集
註
」
に
拠
っ
た
。

（
ｕ
）
本
文
引
用
は
寛
永
九
年
の
中
野
宗
左
衛
門
刊
『
北
渓
先
生
性
理
字

義
」
上
下
二
巻
（
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
）
に
拠
っ
た
。

（
明
）
本
文
引
用
は
『
朱
子
学
大
系
』
第
八
巻
『
四
書
集
注
（
下
）
』
（
明

徳
出
版
社
刊
、
昭
和
囎
年
）
所
収
の
「
中
庸
」
に
拠
っ
た
。

（
Ｈ
７
．
ｕ
・
釦
）
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